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想いは、時
と き

代を越えて。
世界で活躍するオカリーナ奏者・大沢聡さんが、根津翁を想い描きながら作ったという
『浪漫』。近代日本の礎を築いた男の壮大なロマンは、その想いを伝えようとする音楽家
の手により、時を越え、楽曲として生まれ変わり、この夜、人々の心に深く刻み込まれ
ました。（10月 10日・根津記念館開館１周年記念ライトアップコンサート）
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A根津家を代表し、祝いの言葉を述べる根津榮三郎さん。B開館一周年記念特別展のテープカット（写
真左から秋山榮治市議会議長、中村照人市長、石山寺・鷲尾遍隆座主、井尻千男名誉館長、齋藤康彦
記念館運営委員長）。C根津ピアノの演奏と書家・志村雅芳氏による書のコラボレーション。D根津
ピアノの思い出を語る高保房乃さん。E藤原節子さんは根津ピアノで当時の平等小学校校歌を披露。
F地域支援スタッフの手づくりによるほうとうは大人気。G滋賀県大津市石山寺の鷲尾遍隆座主によ
る特別講話「石山寺と紫式部」。H訪れる人の目を楽しませた文化協会盆栽部の皆さんの作品。Iこ
の日始まった特別展「紫式部と源氏物語」。前後期に分かれ、12 月６日まで楽しめます。J庭園で披
露された文化協会邦楽部の皆さんによる演奏。K「八幡ひさご会」の手づくりによる「ヒョウタンの
ランプシェード」で施設を夜間ライトアップ。L一周年記念イベント当日の最初の来館者、三浦けい
子さん、石原君子さん、三浦阿き子さんの三姉妹。

お
か
げ
さ
ま
で
一
周
年
！

根
津
記
念
館
開
館
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

開
館
か
ら
満
一
年
を
迎
え
た
10
月
10
日
、
根
津
記
念
館
に
お
い
て
開
館
一
周
年
を
祝
う
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
根
津
家
代
表
の
根
津
榮
三
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
祝
い
に
駆
け
つ
け
、

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
記
念
館
の
好
評
を
讃
え
ま
し
た
。
館
内
で
は
、
文
化
協
会
茶
道
部
に
よ
る

お
茶
会
や
華
道
部
に
よ
る
生
花
の
飾
り
付
け
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
八
幡
ひ
さ
ご
会
」
に
よ
る
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
の
お
も
て
な
し
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
協
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

B

EDC

F
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募　集

「
山
梨
市
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

事
後
評
価
原
案
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」は
、地
域
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
環
境
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た

個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
個
々
の
事
業
を
効
率

的
に
行
な
い
、
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と

地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
こ
の
交
付
金

を
活
用
し
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

構
想
」「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
構
想
」
に

基
づ
き
、
山
梨
市
駅
を
中
心
と
す
る
「
山
梨

中
央
地
区
」
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、次
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

・
Ｊ
Ｒ
山
梨
市
駅
舎
改
修

・
根
津
記
念
館
整
備

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備

・
市
道
山
梨
市
駅
東
山
梨
線
改
良

・
市
道
水
上
河
原
線
改
良

・
笛
吹
川
遊
歩
道
整
備

・
か
の
が
わ
古
道
整
備

・
歩
行
者
用
案
内
板
整
備

・
万
力
林
赤
松
保
存
会
支
援　

な
ど

　

こ
の
事
業
は
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み

を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、
計
画
段
階
で
目

標
と
な
る
数
値
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
や
、

事
業
最
終
年
度
に
達
成
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
が
事
業
の
最
終
年
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
達
成
状
況
を
確
認

す
る
事
後
評
価
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
評
価
原
案
の
内
容
に
対
し
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
、ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
市
が
作

成
し
た
原
案
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
評
価

委
員
会
」
に
提
出
し
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
の
原
案
と
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
審
議
を

行
な
い
、
そ
の
結
果
を
最
終
評
価
結
果
と
し

て
、
22
年
３
月
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
評
価
結
果
は
、
23
年
４
月
ま
で
事

後
点
検
を
行
な
い
、確
定
値
を
決
定
し
ま
す
。

　

事
業
の
推
進
や
課
題
整
理
な
ど
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
内
容
・
事
後
評
価
原
案
の
公
表
期
間

　

10
月
22
日
㈭
～
11
月
５
日
㈭

公
表
場
所

　

都
市
計
画
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

意
見
提
出
期
限

　

11
月
９
日
㈪

【
意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ
】

　

都
市
計
画
課 

都
市
整
備
担
当　

　
（
西
館
２
階
、
内
線
２
２
４
３
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

toshikeikaku@

　
　
　
　
　
　
　

city.yam
anashi.lg.jp

施　設

山
梨
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
愛
称
決
ま
る
。

　
　
　
～
利
用
申
請
受
付
を
11
月
か
ら
開
始
～

　

山
梨
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
候
補
の
中
か
ら
、
観
光
で
山

梨
市
を
訪
れ
た
人
に
わ
か
り
や
す
く
、
だ
れ

も
が
気
軽
に
集
い
交
流
で
き
る
拠
点
と
し
て

「
街
の
駅
や
ま
な
し
」
と
い
う
愛
称
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

市
民
の
憩
い
の
場
、
研
修
会
、
作
品
展
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
で
き
、
ま
た
駅
前
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
拠
点
施
設
と
し

て
、
12
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
◆
利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

利
用
開
始
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
施
設
利
用

申
請
を
11
月
２
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
利

用
許
可
は
、
申
請
順
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時

　
　
　
　
　
（
夜
間
利
用
は
午
後
10
時
ま
で
）

休
館
日　
　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

　
　
　
　
　

翌
日
）、
年
末
年
始

利
用
施
設
（
有
料
部
分
）

　

会
議
室
２
室
（
各
約
60
㎡
）、

　

多
目
的
コ
ー
ナ
ー
（
約
１
５
０
㎡
）、

　

多
目
的
広
場
（
屋
外
・
約
１
，
０
０
０
㎡
）

※
利
用
料
は
、
施
設
ご
と
・
利
用
時
間
ご
と

　

に
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

申
請
受
付　

都
市
計
画
課
窓
口

　
　
　
　
　
（
市
役
所
西
館
２
階
）

※
12
月
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま

　

す
。

　
◆
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

11
月
２
日
㈪　

利
用
申
請
受
付
開
始

　
　
　

24
日
㈫　

竣
工
式

　
　
　

25
日
㈬
～
27
日
㈮
　
先
行
見
学
会

※
先
行
見
学
会
の
期
間
中
、
午
前
10
時
～
午

　

後
３
時
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
内
を
自
由
に
見

　

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

29
日
㈰　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　

を
予
定

　

12
月
１
日
㈫　

オ
ー
プ
ン

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
担
当（
西
館
２
階
、

　

内
線
２
２
４
５
・
２
２
４
６
）

税

12
月
か
ら
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　
　
　
～
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
申
告
！

　

市
で
は
、
12
月
14
日
か
ら
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）、
個
人
住
民
税

の
給
与
支
払
報
告
書
や
特
別
徴
収
に
係
る
手

続
き
に
つ
い
て
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
な
う
電
子
申
告
、
電
子

申
請
・
届
出
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

１
．地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム（
エ
ル
タ
ッ

　

ク
ス
）
と
は

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
社
団
法

人
地
方
電
子
化
協
議
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
地
方
税
電
子
申
告
の
総
合
受
付
シ
ス

テ
ム
で
す
。

２
．
電
子
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

を
利
用
し
て
、
簡
単
に
申
告
で
き
ま
す
。

②
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申
告
を
、
ま

　

と
め
て
一
度
に
送
信
で
き
ま
す
。

　

※
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
提
供
団
体
の
み
。

③
電
子
申
告
の
専
用
ソ
フ
ト
（P

C
 desk

）

　

で
、
税
額
の
自
動
計
算
機
能
な
ど
に
よ
り

　

申
告
書
の
作
成
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

④
市
販
の
税
務
会
計
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た　

　

デ
ー
タ
が
使
え
ま
す
。

　

※
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
対
応
ソ
フ
ト
の
み

３
．
電
子
申
告
の
準
備
・
手
続
き

　

電
子
申
告
を
行
な
う
に
は
、
ま
ず
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
届
出

（
電
子
申
告
の
申
し
込
み
）
を
し
、
電
子
申

告
専
用
ソ
フ
ト
（P

C
 desk

）
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
届
出
お
よ
び
電
子
申
告
を
行

な
う
に
あ
た
っ
て
は
、
認
証
局
が
発
行
し
た

電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
署
名
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
税
理
士
関
与
の
電
子
申
告
に

つ
い
て
は
、
納
税
者
の
電
子
証
明
書
が
省
略

で
き
ま
す
）。

　

利
用
手
続
き
に
あ
た
っ
て
の
詳
細
は
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
w

w
w

.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

■
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
概
要
、
利
用
手
続
き
、

　

操
作
方
法
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０
（
０
８
）
１
４
５
９　

受
付
時
間　

　

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
の

　

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
担
当

（
東
館
１
階
、
内
線
１
１
２
５
、１
１
２
６
）

　

市で提供する電子申告サービス
電子申告サービス

税　　　目 利用可能な手続き
法人市民税 中間申告、確定申告、修正申告など

固定資産税（償却資産）全資産申告、増加・減少資産申告、修正申告など

個人住民税
給与支払報告書、特別徴収に係る給与所得者異動届出、
普通徴収から特別徴収への切替申請

電子申請・届出サービス
税　　　目 利用可能な手続き
法人市民税 法人設立・設置届出、異動届
個人住民税 特別徴収義務者の所在地・名称変更届出書

◆税務署からのお知らせ◆
     源泉所得税の納付は、「e-Tax」をご利用ください。
　「e-Tax（イータックス）」は、インターネットを利用した国税電
子申告・納税システムです。９月から、さらに便利なダイレクト納
付がスタートしました。納付額が０円の場合は、データを送信する
だけで完了します。
　詳しくは、「e-Tax」ホームページをご覧ください。
　http://www.e-tax.nta.go.jp

もうすぐ完成する「街の駅やまなし」。
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「
山
梨
市
景
観
計
画
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、「
山
梨
市
景
観
計
画
」
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

平
成
17
年
10
月
、景
観
法
に
基
づ
く「
景

観
行
政
団
体
」の
指
定
を
受
け
た
市
で
は
、

法
に
基
づ
く
景
観
形
成
を
進
め
る
た
め
、

現
在
、「
山
梨
市
景
観
計
画
」
の
策
定
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

景
観
計
画
は
、
山
梨
市
の
美
し
い
景
観

の
魅
力
を
再
発
見
・
再
認
識
し
、
大
切
に

守
り
育
て
て
い
く
と
と
も
に
、
都
市
・
里

づ
く
り
に
積
極
的
に
活
用
し
、
市
民
の
だ

れ
も
が
、
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
景
観
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
日
頃
、
市
の
景
観
に
対
し
、
感

じ
て
い
る
生
の
声
が
必
要
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

市
民
１
，
０
０
０
人
を
対
象
に
行
な
い
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
後
の
景
観
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
期
間

　

11
月
中
旬
～
下
旬

調
査
対
象

　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
１
，
０
０
０
人
を

　

抽
出

調
査
方
法

　

調
査
票
を
郵
送
に
て
配
布
、
回
収

【
問
い
合
わ
せ
】

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
担
当

　
（
西
館
２
階
、
内
線
２
２
４
８
）

くらし

「
地
デ
ジ
」
へ
の
準
備
、
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
～
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
２
年
を
切
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

で
、
現
在
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴

で
き
な
い
世
帯
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
す
る
た
め
の
機
器
が
無
償
で
給
付

さ
れ
ま
す
。
全
額
免
除
申
請
が
お
済
み
の

対
象
者
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
申
込
案
内
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
案
内
に
沿
っ
て

申
込
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
免
除
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
福
祉
事
務
所
窓
口
で
早
め
に
手
続
き

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
全
額
免
除
の
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り

　

で
す
。

　

①
障
害
を
持
っ
た
人
が
居
る
世
帯
で
、

　
　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合
。

　

②
生
活
保
護
受
給
な
ど
の
公
的
扶
助
受

　
　

給
世
帯

　

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
居
し
て
い

　
　

て
、
自
ら
の
テ
レ
ビ
で
視
聴
し
て
い

　
　

る
人

◆
受
信
料
免
除
の
申
請
手
続
き

　

①
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う

　
　

え
、
申
請
書
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
よ
び
市
福

　
　

祉
事
務
所
障
害
福
祉
担
当
で
用
意
）

　
　

に
免
除
事
由
の
証
明
を
受
け
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

②
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

　
　

提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
確
認
の
う
え
、折
り
返
し「
受

　

理
通
知
書
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

◆
支
援
の
申
込
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

　

セ
ン
タ
ー

　
　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

　
　
　

ま
た
は　

　
　
　

☎
０
４
４
（
９
６
９
）
５
４
２
５

◆
受
信
料
の
契
約
、
免
除
に
関
す
る
こ
と

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
０
５
８
８

　
　
　

ま
た
は

　
　
　

☎
０
４
４
（
８
７
１
）
８
４
４
１

◆
受
信
料
免
除
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
担
当

　

   

（
東
館
１
階
、
内
線
１
１
３
９
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
に
対
す
る

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
電
波

法
に
よ
り
、
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終

了
し
、
テ
レ
ビ
放
送
は
全
て
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送（
略
称「
地
デ
ジ
」）に
移
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
ご
家
庭
な
ど
で
使
用
し

て
い
る
テ
レ
ビ
や
受
信
ア
ン
テ
ナ
が
地
デ
ジ

に
対
応
し
て
い
な
い
と
、
再
来
年
の
７
月
以

降
は
、
テ
レ
ビ
放
送
が
視
聴
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

「
見
る
か
ら
使
う
テ
レ
ビ
へ
」

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
比
べ
、地
デ
ジ
は
画
質
、

音
質
の
良
さ
が
持
ち
味
で
す
。
画
面
は
人
間

の
視
野
に
近
い
と
言
わ
れ
る
16
対
９
の
ワ
イ

ド
画
面
。
高
画
質
な
映
像
や
高
品
質
の
音
声

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
臨

場
感
あ
る
画
像
や
Ｃ
Ｄ
並
み
の
音
声
に
よ
る

放
送
※
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
機
能
面
で
も
多
く
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。
見
た
い
番
組
を
テ
レ
ビ
画
面
上
の
番

組
案
内
か
ら
選
び
、録
画
予
約
も
で
き
る「
電

子
番
組
ガ
イ
ド
」、
ド
ラ
マ
の
鑑
賞
中
に
ス

ト
ー
リ
ー
や
出
演
者
な
ど
の
確
認
が
で
き
る

「
解
説
放
送
」、
リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
す

だ
け
で
24
時
間
、
各
テ
レ
ビ
局
が
配
信
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
、
地
域
情
報
な

ど
と
い
っ
た
暮
ら
し
に
役
立
つ
最
新
情
報
を

い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
デ
ー
タ
放

送
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
地
デ
ジ
を
見
る
た
め
に
は
」

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
比
べ
、
多
く
の
利
点
を

兼
ね
備
え
た
地
デ
ジ
放
送
で
す
が
、
わ
た
し

た
ち
視
聴
者
が
こ
の
放
送
を
見
る
た
め
に

は
、
個
人
の
費
用
負
担
で
受
信
可
能
な
ア
ン

テ
ナ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
機
器
を
取
り
揃

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
地
デ
ジ
放
送
に
使
わ
れ
る
電

波
は
、
今
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
は
ま
っ

た
く
違
う
種
類
の
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　

今
お
使
い
の
テ
レ
ビ
（
地
デ
ジ
対
応
の
も

の
を
除
く
）
で
地
デ
ジ
放
送
を
見
る
た
め
に

は
、
専
用
の
機
器
を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

　

山
梨
市
で
は
、
９
割
近
く
の
ご
家
庭
が

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
山
梨
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
に
加

入
し
、
気
軽
に
テ
レ
ビ
放
送
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

し
て
い
て
も
、
地
デ
ジ
放
送
を
受
信
す
る
に

は
、

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
テ
レ
ビ

　

に
交
換
す
る
。

・
既
存
の
テ
レ
ビ
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
型
録
画

　

機
）
を
取
り
付
け
る
。

な
ど
の
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
い
ず
れ

も
全
周
波
数
変
換
パ
ス
ス
ル
ー
対
応
の
も
の
）。

　

ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
貸
し
出
す「
Ｓ

Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）」
と
い

う
機
器
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
も
、
受
信
が

可
能
で
す
（
テ
レ
ビ
１
台
に
つ
き
１
台
）。

「
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
に
変
え
た
の
だ
が
、

映
像
が
映
ら
な
い
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
だ
け
が
強
調
さ
れ

が
ち
な
地
デ
ジ
で
す
が
、
受
信
可
能
な
テ
レ

ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
買
い
揃
え
て
も
、

全
く
映
ら
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

宅
内
で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
配
線
を
い
く
つ
も
分
配

し
て
い
る
た
め
レ
ベ
ル
が
落
ち
て
い
る
、
宅

内
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
配
線
や
配
線
を
つ
な
ぐ
部

品
が
老
朽
化
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
状
況
を
確
認
し
て
み

な
い
と
原
因
が
特
定
で
き
ま
せ
ん
。
直
接

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ま
た
は
お
近
く
の
電
気
店

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
た
め
の
機
械
の
設
置
や
部
品
の
交

換
な
ど
、実
費
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。 

「
悪
質
商
法
に
ご
注
意
」

　

テ
レ
ビ
の
調
査
会
社
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
業

者
を
装
っ
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
た
め
の
費
用
を
不
正
に
請
求
し
た
り
、

工
事
の
勧
誘
を
行
な
っ
た
り
す
る
例
が
起
き

て
い
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

誤
っ
た
情
報
や
不
十
分
な
情
報
に
基
づ
い
て

関
連
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
悪
徳

商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
し
て
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
機
関
へ
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

山
梨
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
（
２
５
４
）
１
６
０
０

ＦＡＸ
０
５
５
（
２
５
４
）
１
６
０
１

市
役
所
総
合
政
策
課
電
算
担
当

（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
３
０
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

densan@
city.yam

anashi.lg.jp

山
梨
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
世
帯

　

山
梨
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
株
式
会
社

　

☎
�
６
８
２
２

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

catv@
fruits.jp

※
高
画
質
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
は
、
地
デ

　

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
型
テ
レ
ビ
で
な
け
れ

　

ば
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

テレビ番組を見ながら地域の情
報も見られる地デジ放送。

（左は、現在市が提供中の情報）
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常
に
改
革
の
意
識
と

強
い
意
志
を

山
梨
市
行
財
政
改
革
諮
問
会
議
が

平
成
20
年
度
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出

　

総
体
的
に
は
順
調
に
進
捗
し
て
お

り
、
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
個

別
の
項
目
の
中
に
は
、
硬
直
化
し
て

い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
民

間
セ
ン
ス
の
導
入
と
し
て
費
用
対
効

果
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
、
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
、
わ
か

り
や
す
く
市
民
に
公
表
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

長
期
不
況
の
中
、
行
政
に
お
い
て

も
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
財

政
運
営
に
繋
が
る
改
革
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
す
。

④
光
熱
水
費
の
削
減
対
策

　
（
庁
舎
な
ど
の
削
減
対
策
）

・
昼
休
み
の
庁
舎
が
暗
す
ぎ
る
よ
う

　

に
感
じ
ま
す
。
経
費
節
減
も
良
い

　

で
す
が
、
度
を
過
ぎ
る
と
職
員
の

　

健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

⑤
各
種
補
助
金
の
見
直
し

・
補
助
内
容
を
検
証
し
、
マ
ン
ネ
リ

　

化
の
事
業
や
実
行
性
の
な
い
も
の

　

は
、
削
減
・
廃
止
す
る
こ
と
も
止

　

む
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
効
果
が

　

検
証
で
き
た
事
業
に
対
し
て
は
、

　

補
助
金
を
増
額
す
る
こ
と
も
必
要

　

で
す
。

⑥
事
業
計
画
に
お
け
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

　

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
、
予
算

　

編
成
の
積
み
上
げ
方
式
か
ら
配
当

　

方
式
へ
の
検
討

・
前
例
踏
襲
に
と
ら
わ
れ
ず
、
効
果

　

的
・
効
率
的
な
事
業
執
行
を
行
な

　

う
た
め
に
も
、
早
期
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

　

サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

⑦
財
政
悪
化
の
防
止

　
（
中
長
期
財
政
計
画
の
作
成
）

・
作
成
す
る
中
長
期
財
政
計
画
や
毎

　

年
行
な
う
見
直
し
の
結
果
は
、
そ

　

の
つ
ど
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く

　

説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑧
公
の
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

　

導
入

・
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
の
効
果

　

測
定
を
行
な
い
、
測
定
結
果
を
市

　

民
に
公
表
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

平
成
20
年
度
取
組
状
況
に

対
す
る
総
体
的
意
見

推
進
計
画
書

基
本
目
標
ご
と
の

個
別
項
目
に
対
す
る
意
見

⑴
基
本
目
標
Ⅰ

　

行
政
評
価
に
よ
る
政
策
形
成
の

　

確
立

①
各
種
審
議
会
・
委
員
会
の
見
直
し

◦
委
員
選
定
の
参
考
資
料
と
し
て
、

　

経
歴
情
報
の
調
査
お
よ
び
デ
ー
タ

　

化
を
行
な
い
、
活
用
す
る
こ
と
を

　

勧
め
ま
す
。

◦
専
門
的
な
内
容
の
審
議
を
行
な
う

　

場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
知
識
を

　

有
す
る
委
員
の
選
任
が
必
要
で
す
。

◦
委
員
は
会
議
に
出
る
だ
け
で
な
く
、

　

地
域
な
ど
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ク
ス

　

マ
ン
と
し
て
の
活
動
を
す
る
役
割

　

も
あ
り
ま
す
。

②
入
札
、
契
約
事
務
、
納
品
の
電
子

　

化
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

◦
契
約
方
法
（
指
名
競
争
入
札
・
一

　

般
競
争
入
札
・
随
意
契
約
な
ど
）

　

の
基
準
を
明
確
に
し
、
広
報
す
る

　

こ
と
も
必
要
で
す
。

◦
入
札
の
公
明
性
・
透
明
性
の
さ
ら

　

な
る
向
上
は
検
討
課
題
で
あ
り
、

　

電
子
入
札
の
導
入
を
含
め
た
検
討

　

を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦
安
い
価
格
で
契
約
す
れ
ば
良
い
の

　

で
は
な
く
、
目
的
に
あ
っ
た
も
の

　

や
市
民
の
要
望
に
合
っ
た
も
の
で

　

あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◦
入
札
制
度
は
、
市
民
の
関
心
ご
と

　

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦
保
育
園
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導

　

入
に
つ
い
て
、
課
題
と
し
て
取
り

　

組
む
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑵
基
本
目
標
Ⅱ

　

効
率
的
な
財
政
運
営
の
確
立

①
税
の
滞
納
整
理
の
強
化

　
（
収
納
率
の
向
上
）

・
「
滞
納
整
理
機
構
と
の
連
携
」「
職

　

員
研
修
」「
職
員
の
努
力
」
な
ど

　

に
よ
り
、
大
き
な
財
政
効
果
が
あ

　

っ
た
と
判
断
で
き
ま
す
。

・
銀
行
な
ど
で
債
権
回
収
を
行
な
う

　

場
合
、
そ
の
分
野
に
お
い
て
弁
護

　

士
と
同
等
の
高
度
な
知
識
を
持
っ

　

た
専
門
の
社
員
が
対
応
し
て
い
ま

　

す
。税
な
ど
の
収
納
に
お
い
て
も
、

　

高
度
な
知
識
を
持
っ
た
専
門
職
員

　

の
育
成
が
必
要
で
す
。

・
差
押
え
だ
け
で
な
く
、
公
売
も
積

　

極
的
に
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
企
業
誘
致
の
推
進

・
企
業
誘
致
を
行
な
う
に
は
厳
し
い

　

時
代
で
す
が
、
今
年
度
、
設
置
さ

　

れ
る
商
工
業
活
性
化
協
議
会
の
活

　

躍
に
期
待
し
ま
す
。

③
未
利
用
土
地
の
処
分
（
法
定
外
公

　

共
物
、そ
の
他
未
利
用
土
地
の
売
却
）

・
処
分
可
能
な
土
地
に
つ
い
て
は
、

　

売
却
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
書

　

を
早
期
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
り

⑶
基
本
目
標
Ⅲ　

　

職
員
の
改
革

①
課
長
昇
任
制
度
の
導
入

◦
試
験
制
度
は
組
織
の
規
模
に
よ
っ

　

て
違
っ
て
き
ま
す
。
大
き
な
組
織

　

で
は
、「
評
価
を
行
な
う
側
」と「
評

　

価
さ
れ
る
側
」
に
接
点
が
な
い
た

　

め
、
試
験
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

国
・
県
の
制
度
を
学
び
な
が
ら
、

　

山
梨
市
の
規
模
に
あ
っ
た
制
度
を

　

確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
管
理
職
の
部
下
指
導
を
さ
ら
に
強

　

化
す
る
と
と
も
に
、
部
下
の
責
任

　

を
自
ら
が
負
う
と
い
う
強
い
リ
ー

　

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し
ま
す
。

②
人
事
評
価
制
度
の
確
立

・
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
化
・
効
率
化
を

　

考
え
る
と
、
適
切
な
評
価
制
度
の

　

結
果
を
昇
任
・
昇
進
の
根
拠
と
す

　

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
人
事
評
価
は
、
公
平
性
と
納
得
性

　

を
担
保
す
る
た
め
の
考
え
方
が
大

　

事
で
す
。
評
価
結
果
は
身
分
と
給

　

与
に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
評
価
制

　

度
の
ス
ム
ー
ス
な
導
入
を
図
る
た

　

め
に
も
、
導
入
初
期
に
お
い
て
給

　

与
に
極
端
な
差
を
付
け
な
い
こ
と

　

が
必
要
で
す
。

⑷
基
本
目
標
Ⅳ　

　

市
民
と
の
協
働

①
広
報
媒
体
の
効
率
的
活
用

・
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

　

た
情
報
提
供
の
方
法
を
検
討
す
る

　

市
で
は
、「
効
率
的
な
財
政
運
営
の
推
進
」
と
「
ス
リ
ム

で
効
率
的
な
行
政
組
織
の
構
築
」
の
た
め
、
平
成
18
年
３
月

に
「
第
一
次
山
梨
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
。
４
つ
の

基
本
目
標
と
60
項
目
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
た
推
進

計
画
書
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

庁
内
組
織
で
あ
る
「
行
財
政
改
革
推
進
本
部
」
を
中
心
に

全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
積
極
的
に
進

め
る
に
は
、「
市
民
の
視
点
」「
経
営
感
覚
に
基
づ
く
外
部
委

員
の
検
証
」
が
必
要
だ
と
考
え
、
平
成
19
年
度
に
「
山
梨
市

行
財
政
改
革
諮
問
会
議
」
を
設
置
し
、
取
組
内
容
に
対
す
る

審
議
や
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

８
月
25
日
、「
平
成
20
年
度
の
取
組
状
況
」
に
つ
い
て
、

諮
問
会
議
の
芳
賀
和
夫
会
長
か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
長
を
は
じ
め
、
職
員
が
あ
ら
ゆ

　

る
機
会
に
口
頭
で
情
報
提
供
を
行

　

な
う
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
ど
の
よ
う
に
「
文
章
を
読
ま
せ
る

　

か
」「
映
像
を
見
せ
る
か
」「
音
声

　

を
聴
か
せ
る
か
」
な
ど
、
広
報
の

　

あ
り
方
を
課
題
と
し
て
取
り
組
む

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
審
議
会
な
ど
の
委
員
の
市
民
公
募

　

の
導
入

・
民
意
を
反
映
す
る
と
い
う
理
由
で

　

多
く
の
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

　

す
が
、
審
議
会
な
ど
で
意
見
を
聞

　

い
た
か
ら
よ
い
と
い
う
の
で
は
な

　

く
、
市
民
の
意
見
を
適
切
に
反
映

　

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に

対
す
る
意
見

　

意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
内
部

で
十
分
に
検
討
し
た
上
で
取
り
組
み

に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
員
が
常
に
改
革
へ
の
意
識
を
持

ち
、
強
い
意
志
を
市
民
に
公
表
し
な

が
ら
、
推
進
期
間
最
終
年
度
で
あ
る

平
成
21
年
度
末
に
は
多
く
の
成
果
が

残
せ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
後
も
改
革
の
風
を
絶
や
さ
ず
、

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
強
く
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

　
（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
２
６
）

中村市長に意見書を手渡す芳賀委員長（左）。

　

の
１
つ
で
す
。新
た
な
情
報
な
ど
、

　

市
民
に
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

◦
税
の
使
い
道
の
透
明
性
を
高
め
る

　

た
め
に
も
、
入
札
制
度
の
改
革
は

　

必
要
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
取

　

り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。

③
窓
口
業
務
の
改
善

◦
山
梨
市
の
窓
口
対
応
は
き
わ
め
て

　

良
い
で
す
。

◦
接
遇
の
良
し
悪
し
は
業
務
知
識
と

　

イ
コ
ー
ル
で
あ
り
、
良
い
対
応
は

　

業
務
知
識
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

◦
感
じ
良
く
対
応
す
る
だ
け
で
は
な

　

く
、
時
と
し
て
、
毅
然
と
し
た
対

　

応
も
必
要
で
す
。

④
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
見
直
し

◦
甲
斐
笛
吹
リ
ゾ
ー
ト
㈱
は
、
早
期

　

に
解
散
手
続
き
を
完
了
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

⑤
職
員
提
案
制
度
の
確
立

◦
市
役
所
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｑ
Ｍ
運
動

　

の
実
施
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 ※

※
Ｔ
Ｑ
Ｍ
運
動
…
…
民
間
企
業
の
改
革
手
法

　
（
ト
ー
タ
ル
・
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ

　

メ
ン
ト
：
総
合
的
品
質
管
理
）。
行
政
に

　

お
い
て
は
「
市
民
応
対
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

　

向
上
」
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

　

の
役
割
使
命
に
応
じ
た
具
体
的
な
改
革
目

　

標
を
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
た
業
務
改
善
運

　

動
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
点
検
し
て
次

　

年
度
の
新
た
な
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
、

　

い
わ
ゆ
る
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
に
よ
る

　

継
続
的
な
業
務
改
善
運
動
の
展
開
を
い
う
。

⑥
保
育
園
の
再
編

　
（
統
合
・
施
設
配
置
）

◦
小
学
校
も
含
め
、
統
廃
合
を
検
討
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認
め
、
支
え
合
い
、

と
も
に
い
き
い
き

山
梨
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
が

平
成
20
年
度
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出

　

設
定
さ
れ
て
い
る
目
標
指
数
を
超

え
た
項
目
も
多
く
、
全
体
を
通
し
て

基
本
計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
知
識
の
習
得
や
意
識
啓

発
以
上
に
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
生
か
し
た
実
践
的
活
動
に
重
点
を

置
い
た
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。

・
地
域
社
会
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　

は
、
性
別
を
問
わ
ず
市
民
と
行
政

　

が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組

　

み
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑶
基
本
目
標
Ⅲ　

　

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
働
け
る

　

環
境
づ
く
り

・
育
児
休
業
な
ど
で
仕
事
を
長
く
休

　

む
と
、
仕
事
へ
の
不
安
か
ら
、
職

　

場
復
帰
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
夫

　

が
積
極
的
に
育
児
休
業
を
取
得
す

　

る
こ
と
で
、
妻
が
段
階
的
に
職
場

　

復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
男

　

性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
、

　

企
業
へ
の
普
及
啓
発
を
行
な
う
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

・
法
で
定
め
た
長
期
休
暇
の
取
得
に

　

よ
る
昇
進
の
遅
れ
や
、
リ
ス
ト
ラ

　

の
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

権
利
と
し
て
休
暇
が
取
得
で
き
る

　

よ
う
な
法
の
整
備
が
必
要
で
す
。

・
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

　

事
業
に
生
か
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
の
認

　

知
度
や
職
場
・
地
域
な
ど
で
の
意

　

識
は
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

　

家
庭
内
に
お
け
る
「
働
く
女
性
」

　

へ
の
負
担
は
、
ま
だ
大
き
い
と
思

　

い
ま
す
。「
働
く
女
性
」
に
と
っ

　

て
家
族
の
協
力
が
一
番
重
要
で
あ

　

り
、
配
偶
者
の
意
識
を
高
め
る
取

　

り
組
み
が
必
要
で
す
。

・
共
働
き
の
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
で
の
話
し
合
い
を
行
な
い
、

　

協
力
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
が
大

平
成
20
年
度
取
組
状
況
に

対
す
る
総
体
的
意
見

⑴
基
本
目
標
Ⅰ

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る

　

た
め
の
意
識
改
革

・
基
本
計
画
の
理
念
に
つ
い
て
理
解

基
本
目
標
ご
と
の

取
組
状
況
に
対
す
る
意
見

　

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
各
課

　

で
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

　

り
組
み
を
、
市
民
に
分
か
り
や
す

　

く
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
公
共
施
設
を
活
用
し
て
男
女
共
同

　

参
画
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
情

　

報
や
市
内
外
の
推
進
グ
ル
ー
プ
の

　

活
動
状
況
を
発
信
す
る
方
法
に
つ

　

い
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
族
構
成
に
よ
っ
て
必
要
な
情
報

　

が
異
な
り
ま
す
。
子
育
て
情
報
な

　

ど
、
対
象
者
に
分
か
り
や
す
く
ま

　

と
め
、
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
が

　

良
い
と
思
い
ま
す
。

・
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
も
増

　

え
て
い
ま
す
。
女
性
に
対
す
る
暴

　

力
の
１
つ
と
捉
え
、
女
性
へ
の
暴

　

力
根
絶
に
向
け
た
意
識
啓
発
を
行

　

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
基
本
目
標
Ⅱ

　

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な

　

社
会
づ
く
り

・
定
員
20
人
の
市
議
会
議
員
の
う
ち

　

女
性
議
員
が
４
人
と
な
り
、
非
常

　

に
心
強
く
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

　

市
役
所
に
女
性
の
課
長
職
は
１
人

　

も
い
ま
せ
ん
。
女
性
課
長
の
登
用

　

と
、
課
長
職
に
就
く
た
め
の
人
材

　

育
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

や
講
演
会
の
時
間
が
重
な
り
、
全

　

て
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。
催
し
を
行
な
う
場
合

　

は
、
参
加
者
の
立
場
で
内
容
の
検

　

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
小
中
学
校
で
の
環
境
教
育
の
推
進

　

や
地
域
で
の
防
災
活
動
へ
の
女
性

　

の
参
画
な
ど
、
環
境
や
防
災
の
分

　

野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
取

　

り
組
み
は
、
非
常
に
評
価
で
き
ま

　

す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
取
り
組
み

　

を
期
待
し
ま
す
。

　

切
で
す
。

⑷
基
本
目
標
Ⅳ　

　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

環
境
づ
く
り

・
社
会
的
モ
ラ
ル
の
低
下
に
よ
り
、

　

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
い
大

　

人
が
増
え
、
子
ど
も
へ
の
犯
罪
も

　

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
犯
罪
か

　

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
防

　

犯
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

　

社
会
環
境
の
浄
化
な
ど
、
青
少
年

　

の
健
全
育
成
に
努
め
る
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

・
高
齢
者
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
・

　

家
庭
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
助
け
合

　

い
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

　

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
元
気
な
お
年
寄
り
の
経
験
や
知
識

　

が
生
か
せ
る
事
業
を
検
討
す
る
こ

　

と
が
必
要
で
す
。

・
病
児
・
病
後
児
保
育
が
あ
る
市
町

　

村
は
少
な
い
で
す
が
、
山
梨
市
の

　

病
児
・
病
後
児
保
育
は
充
実
し
て

　

い
ま
す
。
し
か
し
、
認
知
度
は
低

　

く
、
知
っ
て
い
る
人
も
少
な
い
よ

　

う
に
感
じ
ま
す
。
今
以
上
に
周
知

　

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
不
妊
治
療
な
ど
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

　

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と

　

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
に

　

関
す
る
取
り
組
み
や
多
胎
児
へ
の

　

支
援
な
ど
、
女
性
の
出
産
・
育
児

　

に
関
す
る
事
業
の
推
進
を
要
望
し

　

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
「
山
梨
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
５
つ
の
基
本
目
標
と

15
の
重
点
目
標
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
年
11
月
に
は
「
山
梨
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
、
計
画
に
基
づ
き
各
課
が
行
な
っ

て
い
る
取
り
組
み
に
対
す
る
審
議
や
意
見
を
、
年
度

ご
と
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
３
日
、「
平
成
20
年
度
の
取
組
状
況
」
に
つ

い
て
、
推
進
委
員
会
の
古
屋
龍
太
郎
副
会
長
が
、
中

村
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

⑸
基
本
目
標
Ⅴ　

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

　

計
画
的
推
進

・
職
員
へ
の
情
報
発
信
に
よ
り
ど
の

　

よ
う
な
成
果
・
効
果
が
あ
っ
た
の

　

か
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
、

　

研
修
会
を
開
催
す
る
場
合
は
、
市

　

民
が
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
内

　

容
、
参
加
し
や
す
い
日
程
の
設
定

　

な
ど
、
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に

対
す
る
意
見

　

成
果
は
急
激
に
上
が
る
も
の
で
は

な
く
、
継
続
的
な
啓
蒙
が
非
常
に
重

要
で
す
。
家
庭
内
・
地
域
の
集
ま
り
・

会
社
な
ど
、身
近
な
と
こ
ろ
か
ら「
男

女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で

な
く
、内
容
も
話
題
に
す
る
こ
と
で
、

周
り
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
自
立

し
た
個
人
と
し
て
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
今
後
も

積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

　
（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
２
６
）

中村市長に意見書を手渡す古屋副会長（右）。

広報やまなし 2009.11-10

受け手がいるからボールを投げることができるように、
互いの信頼関係がないと、キャッチボールも続きません。
人と人との関係も同じですよね。
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平
成
20
年
度

平
成
20
年
度

歳入歳入

決
算
決
算177 億 6,329 万４千円177 億 6,329 万４千円

182 億 5,596 万円182 億 5,596 万円

　

平
成
20
年
度
決
算
が
、
９
月
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
次
山
梨
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
基
盤

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
施
策
事
業
を
展
開

す
る
中
、
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
新
庁
舎
の
建
設

が
終
了
し
ま
し
た
。
建
築
費
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
用
地
と
と
も
に
購
入
し
た
既
存
建
物
の
改

築
と
い
う
手
法
で
新
庁
舎
建
設
を
行
な
っ
た
こ

と
で
、
建
替
え
に
比
べ
る
と
概
ね
半
額
以
下
で

新
庁
舎
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

合
併
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
行
財
政
の
効
率

化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
政
の
ス
リ
ム

化
に
向
け
た
努
力
の
結
果
、
人
件
費
、
物
件
費

の
縮
減
な
ど
歳
出
削
減
に
は
、
あ
る
程
度
の
成

果
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、

景
気
低
迷
に
よ
る
市
税
の
落
ち
込
み
、
国
の
補

助
交
付
金
の
削
減
な
ど
、
歳
入
の
確
保
は
難
し

く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、事
務
事
業
経
費
の
削
減
な
ど
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

項　目 金　　額

自主財源

32.9％

市税 41 億 7,962 万１千円
分担金および
負担金 ６億 7,339 万６千円

繰越金 ４億 9,763 万９千円
使用料および
手数料 ３億 4,833 万５千円

諸収入 ２億 5,481 万９千円

繰入金 3,673 万３千円

財産収入 1,342 万５千円

寄付金 840 万１千円

依存財源

67.1％

地方交付税 56 億 3,984 万６千円

市債 28 億 7,226 万３千円

国庫支出金 20 億 9,698 万６千円

県支出金 ９億 8,895 万９千円
地方消費税
交付金 ３億 638 万円

地方譲与税 １億 7,132 万 6 千円
自動車取得税
交付金 8,460 万７千円
地方特例
交付金 4,913 万円

利子割交付金 2,030 万６千円

配当割交付金 588 万４千円
交通安全対策
特別交付金 521 万７千円
株式等譲渡
所得割交付金 268 万７千円

歳入合計 182 億 5,596 万円

平成 20 年度歳入内訳

歳出歳出
　

一
般
会
計
歳
入
額
は
、
前
年
度
よ
り

17
億
２
，
１
９
３
万
７
千
円
（
10
・
４
％
）

増
の
１
８
２
億
５
，
５
９
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

自
主
財
源
は
、
市
税
は
徴
収
率
が
向
上
し

た
こ
と
に
よ
り
増
え
ま
し
た
。

　

依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税
に
地
方
再

生
対
策
費
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
、
小
中
学
校

校
舎
耐
震
補
強
事
業
な
ど
に
対
す
る
国
の
補

助
金
の
増
額
、
定
額
給
付
金
の
新
設
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
前
年
に
比
べ
る
と
19
億
５
，

０
０
０
万
円
ほ
ど
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

項目 金　額 市民一人あたり

民生費 41 億 2,067 万７千円 106,786 円

総務費 31 億 2,575 万１千円 81,003 円

公債費 24 億 9,110 万３千円 64,556 円

教育費 23 億 132 万７千円 59,638 円

土木費 21 億 5,779 万円 55,919 円

衛生費 14 億 4,281 万１千円 37,390 円

農林水産業費 ８億 4,507 万４千円 21,900 円

消防費 ６億 9,521 万４千円 18,016 円

商工費 ３億 5,896 万４千円 9,302 円

議会費 １億 6,344 万８千円 4,236 円

労働費 5,304 万９千円 1,375 円

災害復旧費 724 万９千円 188 円

諸支出金 83 万７千円 22 円

歳 出 合 計 177 億 6,329 万４千円 460,332 円

平成 20 年度目的別歳出内訳
　

歳
出
総
額
は
、
新
庁
舎
建
設
、
定
額
給
付

金
支
給
事
業
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

17
億
２
，
６
９
１
万
円
（
10
・
８
％
）
増
の

１
７
７
億
６
，
３
２
９
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

目
的
別
歳
出
に
お
い
て
、
総
務
費
は
、
新

庁
舎
建
設
、
定
額
給
付
金
支
給
事
業
な
ど
に

よ
り
、
対
前
年
度
46
・
９
％
増
の
31
億
２
，

５
７
５
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
新
設

に
よ
る
繰
出
金
の
増
、
社
会
福
祉
・
老
人
福

祉
・
生
活
保
護
費
の
各
扶
助
費
の
増
額
な
ど

に
よ
り
、
41
億
２
，
０
６
７
万
７
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衛
生
費
で
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
精
製
プ
ラ
ン
ト
建
設
お
よ
び
峡
東
地
域
広

域
水
道
企
業
団
か
ら
の
浄
水
受
水
開
始
に
伴

う
上
水
道
、
簡
易
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の

増
に
よ
り
14
億
４
，
２
８
１
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
山
梨
北
中
学
校
お
よ
び
八

幡
・
岩
手
・
牧
丘
第
三
小
学
校
校
舎
の
耐

震
補
強
事
業
実
施
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

３
億
３
５
６
万
円
増
の
23
億
１
３
２
万
７
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
歳
出
で
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人

件
費
は
削
減
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
扶
助
費

に
つ
い
て
は
、
医
療
費
助
成
、
障
害
者
自
立

支
援
制
度
な
ど
受
給
者
の
増
に
伴
い
増
額
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
な
ど
で
は
、
定
額
給
付
金
、
子
育

て
応
援
特
別
手
当
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り

５
億
５
，
４
０
０
万
円
ほ
ど
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
新
庁
舎
建
設
、
小
中

学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業
な
ど
大
型
事
業

を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

11
億
２
，
９
０
０
万
円
（
42
・
５
％
）
増
の

37
億
８
，
８
６
３
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

目的別

消防費

農林水産業費

衛生費

公債費

教育費

土木費

総務費

民生費

その他商工費

17.6%

3.9%

4.8%

8.1%

12.1%

13.0%
14.0%

23.2%

2.0%
1.3%

歳入総額 歳出総額 差引額 翌年度への
繰越財源 実質収支額

182 億 5,596 万円 177 億 6,329 万４千円 ４億 9,266 万６千円 １億 6,174 万６千円 ３億 3,092 万円

◎市民一人あたりの市税負担額◎
　市民税………47,443 円
　固定資産税…47,171 円
　その他………13,700 円
　合計　　　 108,314 円

人口　38,588 人
（平成 21年３月 31日現在）

0.3%

歳入

市税

分担金
負担金

繰越金

諸収入

使用料
手数料

その他
地方交付税

譲与税・交付金など　3.6%

市債

国庫支出金

県支出金

22.9%

1.9%

2.7%

3.7%

5.4%

11.5%

30.9%

15.7%

1.4%

自
主

財
源

32.9%

依

存

財
源

67.1%

平成 20 年度一般会計
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歳出歳出

特別会計決算
特別会計区分 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引

 国民健康保険 42 億 2,413 万８千円 42 億 2,212 万４千円 201 万４千円
 老人保健 ４億 9,075 万９千円 ４億 9,075 万８千円 １千円
 後期高齢者医療 ３億 2,507 万７千円 ３億 2,507 万円 ７千円
 交通・火災災害共済事業 1,457 万２千円 1,016 万４千円 440 万８千円
 下水道事業 19 億 4,692 万８千円 19 億 4,692 万８千円 ０円
 浄化槽事業 6,783 万９千円 6,683 万円 100 万９千円
 介護保険 24 億 7,283 万７千円 24 億 4,587 万３千円 2,696 万４千円
 居宅介護支援 2,934 万２千円 2,934 万２千円 ０円
 居宅介護予防支援事業 1,295 万４千円 1,295 万４千円 ０円
 簡易水道事業 ６億 1,215 万６千円 ６億 1,215 万６千円 ０円
 活性化事業 9,038 万２千円 9,038 万２千円 ０円

合　　　計 102 億 8,698 万４千円 102 億 5,258 万１千円 3,440 万３千円

特別会計は、保険料や使用料などで賄う特別な業務で、
一般会計と分けて経理することによって、収支をわかりやすくさせた会計です。

【問い合わせ】総合政策課財政担当（西館４階、内線 2423）

水道事業会計

損益計算書

 営業収益 ５億 3,239 万９千円  営業費用 ５億 5,854 万８千円
　仮受消費税額 △ 2,457 万５千円 　仮払消費税額 △ 1,297 万５千円
 営業外収益 9,966 万１千円  営業外費用 5,917 万５千円
　仮受消費税額 △ 19 万９千円  　特別損失 35 万７千円

 経常損益 253 万８千円
 当年度純損益 218 万１千円

病院事業会計

損益計算書

医業収益 ０円 医業費用 479 万円２千円
医業外収益 585 万円８千円 医業外費用 105 万円８千円

経常利益 ８千円
当年度純利益 ８千円

■水道事業会計 公営企業会計決算

公債費の状況
会計名 平成 19 年度末

未償還額
平成 20 年度償還額 平成 20 年度

借入額
平成 20 年度

未償還額元金 利子
一 般 会 計 226 億 1,495 万６千円 20 億 8,244 万８千円 ４億 759 万２千円 28 億 7,226 万３千円 234 億 477 万１千円

下水道事業特別会計 102 億 1,867 万３千円 10 億 2,891 万４千円 ２億 6,660 万８千円 ８億 7,900 万円 100 億 6,875 万９千円

浄化槽事業特別会計 ３億 6,900 万９千円 1,280 万７千円 654 万１千円 840 万円 ３億 6,460 万２千円

簡易水道特別会計 19 億 1,927 万１千円 7,763 万９千円 4,561 万８千円 １億 9,330 万円 20 億 3,493 万２千円

国民健康保険特別会計 １億 6,736 万７千円 ０円 ０円 ０円 １億 6,736 万７千円

介護保険特別会計 248 万４千円 248 万４千円 ０円 ０円 ０円

水道事業会計 19 億 3,885 万３千円 １億 8,523 万４千円 5,145 万５千円 ２億 9,370 万円 20 億 4,731 万９千円

病院事業会計 4,271 万６千円 2,035 万円 105 万８千円 ０円 2,236 万６千円

合　　　　計 372 億 7,332 万９千円 34 億 987 万６千円 ７億 7,887 万２千円 42 億 4,666 万３千円 381 億 1,011 万６千円

■山梨市の借入金残高　381 億 1,011 万６千円

※仮受消費税額：水道料金の中に含まれている消費税額　
※仮払消費税額：経費として支払った消費税額

基金名
平成 19 年度末

残高

平成 20 年度増減額 平成 20 年度末
残高積立 取崩

財政調整基金 ５億 6,970 万６千円 57 万円 ０円 ５億 7,027 万６千円

市債管理基金 １億 9,068 万１千円 20 万３千円 ０円 １億 9,088 万４千円

地域振興基金 10 億円 ０円 ０円 10 億円

地域福祉基金 ４億 5,256 万４千円 ０円 ０円 ４億 5,256 万４千円

中山間地域農村活性化基金 1,542 万円 ６万４千円 ０円 1,548 万４千円

若者定住促進支援基金 742 万４千円 203 万２千円 ０円 945 万６千円

土地開発基金 ２億１万４千円 ０円 1,366 万９千円 １億 8,634 万５千円

国民健康保険財政調整基金 ２億 2,247 万 6 千円 ０円 ０円 ２億 2,247 万６千円

交通・火災災害共済見舞金支払準備基金 2,477 万９千円 428 万９千円 ０円 2,906 万８千円

介護保険給付費支払準備基金 １億 7,497 万１千円 18 万５千円 ０円 １億 7,515 万６千円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 2,110 万円 ０円 2,110 万円

合　　　　計 28 億 5,803 万５千円 2,844 万３千円 1,366 万９千円 28 億 7,280 万９千円

基金の状況■山梨市の預金残高　28 億 7,280 万９千円

性質別

投資的経費

補助費など

扶助費

繰出金

物件費 公債費

その他 1.5%

10.3%

11.5%

12.0%

12.7% 14.0%

21.3%

人件費
16.7%

項　目 金　額

人件費 29 億 7,127 万５千円

投資的経費 37 億 8,863 万４千円

物件費 22 億 5,067 万７千円

公債費 24 億 9,110 万３千円

繰出金 20 億 3,627 万９千円

扶助費 18 億 3,129 万６千円

補助費など 21 億 2,949 万７千円

貸付金 １億 4,500 万円

維持補修費 7,482 万５千円

投資および出資金 2,073 万９千円

積立金 2,396 万９千円

歳 出 合 計 177 億 6,329 万４千円

平成 20 年度性質別歳出内訳

●財政力指数……0.468

●公債費負担比率……18.0％

●経常収支比率……87.0％

地方公共団体の財政力を示す指数。
地方公共団体が、標準的に収入すると考えられる地方税
などを、妥当かつ合理的な平均水準で行政を行なう場合
に要する経費で割った比率。
財政力指数が高いほど、自主財源の割合が高く、財政力
が高いことを示す。

財政構造の弾力性（ゆとり）を見るための指標。
人件費など毎年必ず必要とする経費を、地方税や地方交付税
などの比較的安定した収入で割った指数。
比率が低いほど、財政構造にゆとりがあることを示している。

地方公共団体の公債費の財政負担の度合いを判断する指標。
公債費（借入金の返済元金利子）に充てられた一般財源の
一般財源総額に対する割合。
15%が警戒ライン、20%が危険ラインとされている。

●公債費比率……13.3％
地方公共団体の公債費の財政負担の度合いを判断する指標。
公債費（借入金の返済元金利子）の一般財源に占める割合。

●起債制限比率……10.8％
従来の起債許可に係る指標。20％を超えると、その超える
段階ごとに起債が制限される。

山梨市の財政状況
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財
政
健
全
化

指
標

【問い合わせ】総合政策課財政担当（西館４階、内線 2423）

　　　

実質赤字比率	 形式収支から翌年度繰越財源を差し引いた額　　

　　　　　　　　　が赤字の場合の標準財政規模に対する比率

                   　　　　　　　　　　一般会計などの実質赤字額 × 100                                   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標準財政規模

連結実質赤字比率	 全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足

　　　　　　　　　額）の標準財政規模に対する比率

                   　　　　　　　　　　　　　連結実質赤字額× 100

                                   　　　　　　　　　　標準財政規模

	 連結実質赤字額＝（③＋④）－（①＋②）
　①一般会計および公営企業（法適・法非適）以外の特別会計のうち、

　　実質赤字を生じた会計の実質赤字の合計額

　②公営企業の特別会計のうち、資金の不足額が生じた会計の資金の

　　不足額の合計額

　③一般会計および公営企業（法適・法非適）以外の特別会計のうち、

　　実質黒字を生じた会計の実質黒字の合計額

　④公営企業の特別会計のうち、資金の剰余額が生じた会計の資金の

　　剰余額の合計額

実質公債費比率	 一般会計などが負担する元利償還金と準元利償還	

	 金の標準財政規模に対する比率

                   　　　　　　　　（①＋②）－（③＋④）

　　　　　　　　　　　　　　　　標準財政規模－④

　①元利償還金　　地方債などの借入金に係る返済金

　②準元利償還金　一般会計などから特別会計への繰出金のうち、地

　　　　　　　　　方債の償還の財源に充てられたものや、一部事務

　　　　　　　　　組合への負担金補助金のうち、組合が起こした地

　　　　　　　　　方債の償還の財源に充てられたもの

　③特定財源	 償還のため充てられた特定財源

　　　　　　　　　（国県支出金、使用料など）

　④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額
　　元利償還金・準元利償還金として普通交付税の基準財政需要額

　　に算入される額

将来負担比率	 一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標

　　　　　　　　　準財政規模に対する比率

                   　　　　　　　　　　　　①－（②＋③＋④）

                                   　　　　　　　標準財政規模－⑤

　①将来負担額	 地方債残高、債務負担行為支出予定額、地方公社

　　などへの負担見込額、連結実質赤字額など

　②充当可能基金額　法令で定められた基金以外で条例改正により公

　　債費に充当可能な基金

　③特定財源見込額　償還のため充てられた特定財源（国県支出金、

　　使用料など）

　④地方債現在高などに係る基準財政需要額算入見込額
　　将来、元利償還金・準元利償還金として普通交付税の基準財政需

　　要額算入見込額

　⑤元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

資金不足比率	 公営企業ごとの資金の不足額が、事業の規模に対	

	 してどの程度あるかを示す比率

　　　　　　　　　資金の不足額とは、一般会計などの実質赤字に相

　　　　　　　　　当するもの

                   　　　　　　　　　　　　資金の不足額

                                   　　　　　　　事業の規模

　地方公営企業法適用企業会計の場合
　　（流動負債＋特定の地方債の現在高ー流動資産）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－解消可能資金不足額

　地方公営企業法非適用企業会計の場合
　　（実質赤字額＋支払繰延＋特定の地方債の現在高）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－解消可能資金不足額

※　形式収支	 歳入決算総額から歳出決算総額を引いた額

※　実質収支　　　　　形式収支から翌年度繰越財源を引いた額
※　実質赤字額	 実質収支が赤字の場合の金額

※　標準財政規模　　　地方公共団体が標準的な状態で通常収入され
　　　　　　　　　　　るであろう経常的一般財源の規模

※　基準財政需要額	 普通交付税の算定基準となる数値

　地方公共団体の具体的な財政支出の実態に関係なく、地理的・社会

　的諸条件に対応する合理的、かつ妥当な水準で行政を行なうための

　財政需要を一定の方法により算定した額	

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

（
財
政
健
全
化
法
）
に
係
る
新
た
な
指
標

　

平
成
19
年
６
月
22
日
に
公
布
さ
れ
た
財
政
健

全
化
法
は
、
そ
の
目
的
を
自
治
体
財
政
の
「
早

期
健
全
化
お
よ
び
財
政
の
再
生
な
ら
び
に
公
営

企
業
の
経
営
の
健
全
化
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
的
に
は
、
旧
財
政
再
建
法
に
早
期
是
正

の
措
置
と
地
方
公
営
企
業
法
の
経
営
再
建
制
度

部
分
が
加
わ
り
、
自
治
体
財
政
を
よ
り
広
い
範

囲
で
健
全
化
・
再
生
す
る
基
本
法
的
な
性
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
の
完
全
施
行
は
、
平
成
20
年
度
決
算
か

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
20
年
度
決
算

は
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
は
重
要
な
決
算
と

な
り
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
で
は
、
４
つ
の
健
全
化
判
断

比
率
が
定
義
さ
れ
て
お
り
、
早
期
健
全
化
基
準

と
財
政
再
生
基
準
の
２
つ
の
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

４
つ
の
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全

化
基
準
を
超
え
た
場
合
に
は
「
財
政
健
全
化
計

画
」
を
、
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
て
財
政
再

生
基
準
に
達
し
て
い
る
判
断
比
率
が
一
つ
で
も

あ
れ
ば
「
財
政
再
生
計
画
」
を
策
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
財
政
健
全
化
計
画
」「
財
政
再
生
計
画
」
と

も
起
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
る
ほ
か
、
財
政
の

再
生
を
図
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
期
間
内

に
歳
入
歳
出
の
均
衡
を
回
復
し
、
健
全
化
判
断

比
率
を
早
期
健
全
化
基
準
未
満
と
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 山 梨 市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ― 13.34%  20.00%

連結実質赤字比率 ― 18.34% 40.00%
実質公債費比率 15.0% 25.0% 35.0%
将来負担比率 175.1% 350.0%

平成 20 年度決算における山梨市の健全化判断比率の状況                 ※早期健全化基準 
　国・県の関与はあるが、自主的かつ計画的
　に財政の健全化を図る基準
※財政再生基準
   国・県の指導に基づき計画的に財政の健全
　化を図る基準
※実質収支および連結実質収支が黒字である
　場合、実質赤字比率および連結実質赤字比
　率は、「－」で表示される

健全化判断比率などの対象

一般会計など 一　　　般　　　会　　　計

公
営
事
業
会
計

一般会計以外の特別会計のうち

公営企業に係る特別会計以外の

特別会計

①国民健康保険
②介護保険
③後期高齢者医療
⑤老人保健医療
⑥介護サービス
⑧交通火災災害共済

公営
企業
会計

公営企業に

係る会計

法適用企業
①水道事業
⑧病院事業

非法適用企業
②簡易水道事業
⑫下水道事業
⑬活性化事業（観光施設）

一部事務組合・広域連合
    東山梨行政事務組合 ・ 東山梨環境衛生組合 ・ 峡東地域広域水道企業団 
    甲府峡東地域ごみ処理施設事務組合

地方公社・第３セクターなど
　山梨市土地開発公社 ・ 山梨市フルーツパーク㈱ ・ ㈱グリルパイナリー
　㈲みとみ・山梨フルーツリゾート㈱・甲斐笛吹リゾート㈱
　笛吹川沿岸土地改良区 ・市町村事務組合・自治センター・フルーツ山梨農協
　市町村議会議員公務災害補償等組合など

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

将

来

負

担

比

率

実
質
赤
字
比
率

準
元
利
償
還
金
の
対
象
会
計

実
質
公
債
費
比
率

 山 梨 市 経営健全化基準 山 梨 市 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.00% 浄化槽事業特別会計 ― 20.00%

病院事業会計 ― 20.00% 簡易水道事業特別会計 ― 20.00%

下水道事業特別会計 ― 20.00% 活性化事業特別会計 ― 20.00%

平成 20 年度決算における山梨市公営企業会計などの資金不足比率の状況                 

< 用語説明 >

実質赤字比率＝

連結実質赤字比率＝

実質公債費比率＝ × 100 の
　３か年平均

将来負担比率＝ × 100

資金不足比率＝ × 100

※資金の不足額がない場合、資金不足比率は、「－」で表示される
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市政の動き2009

観

　

市
は
、
９
月
10
日
、
夢
わ
ー
く
山

梨
に
お
い
て
、「
山
梨
市
シ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
考
え
る
市
民
懇

話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
市
役
所
の
移
転

に
よ
り
「
市
役
所
東
市
有
地
等
の
活

用
を
考
え
る
会
」
を
改
変
し
設
置
し

た
も
の
で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
施
設
と
し
て
計
画
す
る
「
山
梨

市
シ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
第
二
期

整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
市
民
の

目
線
に
立
っ
た
ご
意
見
や
提
言
な
ど

を
い
た
だ
く
こ
と
が
主
な
目
的
で
す
。

　

第
１
回
の
会
議
で
は
、
委
嘱
状
の

交
付
と
役
員
選
出
が
行
な
わ
れ
、
会

長
に
林
正
文
さ
ん
（
市
区
長
会
長
）、

施
シ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
整
備

に
向
け
、
懇
話
会
を
開
催

森
全
国
育
樹
祭
で

優
良
都
市
表
彰
を
受
賞

　

10
月
４
日
、
長
崎
県
雲
仙
市
で
開

か
れ
た
第
33
回
全
国
育
樹
祭
に
、
中

村
市
長
が
出
席
し
、平
成
21
年
度「
ふ

れ
あ
い
の
森
林
づ
く
り
」
優
良
市
町

村
と
し
て
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
理

事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
企
業
の
森
推
進
事
業
に

お
い
て
県
内
第
一
号
と
し
て
、
東
京

都
墨
田
区
に
本
社
が
あ
る
ラ
イ
オ
ン

株
式
会
社
と
森
林
整
備
協
定
を
締
結

し
、
市
内
水
口
区
の
市
有
林
を
「
ラ

イ
オ
ン
山
梨
の
森
」
と
し
、
ラ
イ
オ

ン
株
式
会
社
や
墨
田
区
民
と
の
協
働

に
よ
り
、
間
伐
体
験
な
ど
の
森
林
整

備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
、
現
在
、
こ
れ
に
次
い

で
牧
丘
町
倉
科
地
区
で
「
ス
タ
オ
ク

の
森
」事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
回
の
受
賞
を
機
に
、

今
後
も
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
森
林

整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
林
課
農
林
担
当

　
（
西
館
２
階
、
内
線
２
２
１
２
）　

副
会
長
に
齊
藤
政
尚
さ
ん
、
大
村
彰

さ
ん
（
市
区
長
会
副
会
長
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
す
で
に
整
備
し
た
市
役

所
庁
舎
と
こ
れ
か
ら
予
定
す
る
市
民

ス
ペ
ー
ス
と
を
合
わ
せ
、「
行
政
機

能
」「
防
災
拠
点
」「
健
康
増
進
」「
文

化
・
学
習
」「
福
祉
の
充
実
」「
子
育

て
支
援
」「
産
業
振
興
」
な
ど
の
機

能
を
有
し
た「
シ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
懇
話
会
で
の
意
見
な
ど

を
参
考
に
、
合
併
に
伴
う
有
利
な
合

併
特
例
債
（
元
利
償
還
金
の
70
％
が

普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
）
が
利
用
で
き
る
平
成
26
年
度

ま
で
の
施
設
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
総
合
政
策
課
庁
舎
南
棟
等
整
備
担

　

当
（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
２
８
）

それぞれの気づいたことやアイデア
を発表する職員。

根
津
記
念
館
、

開
館
一
周
年
を
迎
え
て
　

一
年
で
約
７
万
人
の
来
館
を
い
た

だ
き
、
10
月
10
日
一
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

開
館
以
来
、
根
津
家
ゆ
か
り
の
美
術

品
展
、妣
田
圭
子
展
な
ど
の
企
画
展
や
、

日
本
の
歳
時
記
の
各
種
行
事
、
各
種
生

涯
学
習
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
好
評
を

得
て
き
ま
し
た
。

　

根
津
記
念
館
を
拠
点
と
し
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
が
大
き
な
要

因
と
な
り
、
昨
年
、
地
方
自
治
法
施
行

六
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
「
総
務

大
臣
表
彰
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、「 

第
二
回
ま
ち
交
大
賞
ア
イ
デ
ア

賞
」「
山
梨
県
建
築
文
化
奨
励
賞
」「
北

米
の
国
際
照
明
デ
ザ
イ
ン
賞
」
な
ど
、

多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

10
日
に
は
、
記
念
式
典
の
ほ
か
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
記
念

事
業
と
し
て
は
、
滋
賀
県
大
津
市
の
石

山
寺
が
所
蔵
す
る
紫
式
部
関
連
の
資
料

を
お
借
り
し
て
、
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
企
画
展
「
石
山
寺
名
宝
『
紫
式
部

と
源
氏
物
語
』」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
石
山
寺

の
鷲わ
し
お尾
遍へ
ん
り
ゅ
う隆
座ざ

す主
は
、
大
津
・
瀬
田
川

流
域
観
光
協
会
会
長
も
務
め
、
瀬
田
の

唐
橋
に
武
田
の
軍
旗
（
風
林
火
山
）
を

掲
げ
た
折
（
２
年
半
前
）
か
ら
交
流
を

し
て
い
ま
す
。

　

石
山
寺
は
、
12
点
の
国
宝
や
多
く
の

重
要
文
化
財
が
あ
り
、
紫
式
部
が
「
源

氏
物
語
」
を
構
想
し
た
、
歴
史
あ
る
日

本
を
代
表
す
る
寺
で
す
。

根
津
翁
像
も
化
粧
直
し

　

記
念
館
の
一
周
年
に
合
わ
せ
、
万
力

公
園
内
に
あ
る
根
津
嘉
一
郎
翁
の
銅
像

を
約
50
年
ぶ
り
に
（
昭
和
35
年
再
建
）

清
掃
し
ま
し
た
。

　

半
世
紀
に
一
度
の
仕
事
と
、
銅
像
に

直
接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
る
の
で
、
９
月
17
日
、
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
。
足
場
を
上
り
、
最

上
階
の
顔
の
部
分
ま
で
行
く
と
、
周
囲

が
一
望
で
き
る
景
観
で
し
た
。
顔
の
大

き
さ
は
約
90
㎝
あ
り
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
す
る
日
本
、
ふ
る
さ

と
山
梨
の
発
展
を
見
続
け
た
約
50
年
。

根
津
翁
は
、
平
成
の
世
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
将
来
の
山
梨

市
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、そ
の
足
跡
、

文
献
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
ご
教
示
を

い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

躍
進
す
る
東
武
グ
ル
ー
プ

「
新
・
根
津
美
術
館
開
館
」

　

10
月
７
日
、
東
京
南
青
山
に
あ
る
根

津
美
術
館
が
新
創
開
館
し
ま
し
た
。

　

開
館
か
ら
１
年
間
は
、
８
回
に
わ
た

る
新
創
記
念
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、
初

代
根
津
嘉
一
郎
が
収
集
し
た
国
宝
を
は

じ
め
、
貴
重
な
日
本
・
東
洋
の
古
美
術

品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

１
日
に
は
、内
覧
会
の
ご
招
待
を
頂
き
、

新
創
記
念
特
別
展
第
一
部
「
国
宝
那
智

瀧
図
と
自
然
の
造
形
」
の
美
術
展
を
鑑

賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

200
ｍ
近
く
に
」

　

９
月
29
日
、東
京
で
の
公
用
の
間
に
、

建
設
現
場
（
東
武
本
社
・
墨
田
区
押
上
）

を
視
察
し
ま
し
た
。
直
近
の
業な
り
ひ
ら
ば
し

平
橋
駅

（
東
武
伊
勢
崎
線
・
東
武
本
社
所
在
地
）

の
構
内
か
ら
、

160
ｍ
を
超
え
る
「
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
」
を
眺
め
な
が
ら
完
成
後
の

「
610
ｍ｣
（
第
１
展
望
台

350
ｍ
、
第
２
展

望
台

450
ｍ
）
を
想
像
す
る
と
、
気
が
遠

く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、
足
元
の
三

角
形
か
ら
頂
部
に
向
け
て
円
形
へ
と
変

化
す
る
特
徴
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
年
内
に
は
高
さ

200

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥
【寄付一般】
▼社会福祉資金として
　曽根　實　様（小原西）………… 300,000円
　藤原正邦　様（東）……………… 100,000円
▼生涯学習課（市立図書館）へ
　大庭節朗　様（甲州市）
	 図書	『宣教師オーエン・スティル物語』
	 	 『ジャポニズム』各14冊

※このコーナーでは、市にご寄付いただいた
　皆さんの中から、広報誌への掲載をご承諾
　いただいた人・団体のみ、ご紹介しています。

平成21年度
タウンミーティング始まる。
　「だれもが『住んでよかった』といえるまちを
つくろう」を合言葉に始まった今年度のタウン
ミーティング【まちづくり懇話会】。
　10 月６日に三富基幹集落センターで開催した
三富地区では、雨の中、30 人が参加。約 1 時間
30 分にわたって、若者が定住する地域づくり、
自然環境を生かした地域の活性化などについて、
市長と意見交換を行ないました。
　タウンミーティングは、新市発足から毎年地域
の皆さんの生の声を聴こうと、市長や市職員が市
内 11 地区を回り、開催してきました。試行錯誤
の中、少しずつ懇談の方法を変えてきましたが、
今年度はこれまでの要望・回答というスタイルか
ら、地域が抱える問題の解決に向けて、ともに意
見を出し合おうという方式に変えて行なっていま
す。
　懇話会は、順次各地区を回り、11 月 26 日ま
で開催します。市民の皆さんのご参加をお願いし
ます（各地区の日程については、広報 10 月号で
ご確認ください）。
●総務課広聴広報担当（西館４階、内線 2445）

三富地区タウンミーティングのようす。

　

市
は
、
10
月
９
日
、
市
役
所
に
お

い
て
「
平
成
21
年
度
第
１
回
認
知
症

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
支
援
体
制
を
作
ろ
う
と
平
成
19

年
度
に
設
置
し
た
も
の
で
、
認
知
症

支
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
を
開
催

ｍ
ま
で
達
し
、
来
年
秋
に
は
東
京
タ

ワ
ー
と
並
び
、
２
０
１
１
年
12
月
に
竣

工
、
２
０
１
２
年
春
の
開
業
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
体
は
、
東
武

鉄
道
が

100
％
出
資
す
る
東
京
タ
ワ
ー
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
株
式
会
社
で
す
。

　

国
内
外
に
発
信
す
る
東
武
グ
ル
ー
プ

の
躍
進
を
ご
期
待
す
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
山
梨
市
は
、
根
津
翁
に
学
び
、

根
津
記
念
館
を
核
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ご
と
く
、
天
高

く
伸
び
ゆ
く
ま
ち
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

▶多くの皆さんに愛され、好評を得る中で、開館１周年を
迎えることができました（記念式典での式辞）。

の
人
に
関
わ
る
団
体
の
代
表
者
ら
で

組
織
し
、
認
知
症
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
徘
徊
高
齢
者
な
ど
の
早

期
発
見
と
保
護
を
行
な
う
「
徘
徊
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
合
同
で
開

催
し
、
活
動
の
振
り
返
り
や
今
年
度

か
ら
始
ま
る
「
認
知
症
対
策
連
携
強

化
事
業
」
の
説
明
を
職
員
が
行
な
い

ま
し
た
。
ま
た
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

に
よ
る
学
習
会
も
あ
り
、
認
知
症
の

理
解
や
対
応
を
学
び
ま
し
た
。

　

認
知
症
対
策
は
、
早
期
段
階
で
の

適
切
な
対
応
と
支
援
体
制
が
重
要
で

す
。
市
で
は
今
後
も
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
保
健
課
介
護
予
防
担
当

　
（
東
館
１
階
、
内
線
１
１
７
６
）



広報やまなし 2009.11-20

ま
ち
の
わ
だ
い
２
０
０
９　

９
～
10
月

広報やまなし 2009.11-21

ス
ポ
ー
ツ
と

実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
た
！

　25 回目を迎えた「巨峰の丘マラソン大会」。全国各地から集まった
ランナーが、秋のさわやかな風を背に、収穫期を迎え甘い香りの漂う

「巨峰」のブドウ畑が周囲に広がるコースで健脚を競いました。
　標高差約 300 ｍという、クロスカントリーのようなコースが売り物の
この大会。完走後、ランナーたちは、仲間と記録を確認し合ったり、特産
の『巨峰』を味わったりと、「スポーツの秋」「山梨市の秋」を満喫しました。

　

春
に
植
え
た
苗
は
、
ひ
と
夏
を
越
し
て
黄
金
色
に

輝
く
稲
穂
と
な
り
ま
し
た
。い
よ
い
よ
収
穫
の
季
節
。

10
月
３
日
、
市
内
水
口
の
棚
田
に
は
、
市
内
外
か
ら

稲
刈
り
体
験
参
加
者
約
30
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
皆
、
不
慣
れ
な
鎌
に
て
こ
ず
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
く
る
と
、
そ
の
横
顔

は
、
収
穫
を
喜
ぶ
気
持
ち
で
ニ
ン
マ
リ
～
。

　

市
外
か
ら
の
参
加
者
は
、
作
業
終
了
後
地
元
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
「
ほ
う
と
う
」
を
堪
能
し
、

午
後
か
ら
は
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
も
楽
し
み
ま
し
た
。

県内で唯一の選定地・選定団体です。
「将来に残したい自然・風景・人とのつ
ながり」の重要拠点として、乙女高原と
乙女高原ファンクラブが「関東・水と緑の
ネットワーク拠点百選」に選ばれました。

国の重要文化財、50 年ぶりの修理を見学（10/12）
　50 年ぶりに行なわれている中牧神社本殿（牧丘町
千野々宮）の屋根の修復作業を見学しました。ヒノキ
の皮を１枚１枚乗せては竹の釘で打ち付ける細かい作
業と匠の技に、参加者は感嘆の声を漏らしていました。

食欲の秋を満喫！（10/ ３～４）
　県内の「うまいもの」を多くの人に知っ
てもらおうと開かれた「山梨うまいもの市
in フルーツ公園」。さまざまな名物が軒を
連ねたブースでは、「うまいもの」を目当
てに来場者が長蛇の列。
　「山梨市」の食べ物ブースには、
商工会や市と交流のあるまちが特産品
を販売。来場者は、普段目にすることのな
い県外の特産品に興味津々でした。

未来のＪリーガーがお手伝い（９/23）
　山梨市サンクスデーとなった「ヴァンフォーレ甲府対
ベガルタ仙台戦」。試合前には、エスコートキッズを務

める山梨ＳＳＳと山梨 Jr. ＳＳＳが峡東地域のスポ少チームと前座試合を行
ない、大勢の観衆の前で芝生のピッチを元気よく走り回りました。
　また、アトラクションでは NPO クレスト新体操部がダンスパフォーマン
スを披露、試合本番では山梨南中学校サッカー部がボールボーイを務めまし
た。このほか、スポ少の選手は、選手入場のシーンでフェアプレイフラッグ
を持つ役や選手のエスコート役を務めるなど大活躍。試合は 1-1 の引き分
けで勝利ならず……でしたが、今季最多の 15,076 人が詰めかけ、大いに
にぎわった一夜となりました。

今年も大盛況でした！

　市内八幡地区の酒蔵で

10 月 11 日に行なわれた

「酒蔵マーケット」。古着、

ハンドメイド、おいしいも

の……今年も 60 を超える

各種露店が所せましと並

び、会場は掘り出し物を探

す人、雰囲気を楽しむ人な

どで、大にぎわいでした。

▶会場は人・人・人。農産物販売や大道芸（写真左）、
　マスのつかみ取り、スタンプラリーなど、親子で楽
　しめるイベントも開かれました。

▶巨峰畑に囲まれたコースが売り物です。市内から出場の荻原親子は、
揃って 2 連覇（上左）。市内出身の土屋さんは地元で初優勝（上右）。

▶スタートの合図とともに一斉にコースに飛び出すランナー（上）。
大人気だったキティちゃん、制作に３日かかったそうです（左）。

過去最高の 2,745 人がエントリー！（9/20）

CO2 削減に貢献！スタオク植樹ツアー（10/10）
スタオクの森（牧丘町倉科）で、開催された第１回ス
タオク植樹ツアー。タレントとファン約30人が参加し、
講師の指導を受けながら、CO2 削減効果のあるヒノキ
の木を植樹しました。

▶大勢の観衆の中で堂々の入場は、山梨 Jr.SSS メンバー。選手のエスコート、
嬉しそう～（写真左）。NPO クレスト新体操部は、華麗なダンスで観客を魅了。
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ご長寿、万歳！

♪満 100 歳の皆さんです♪

広報やまなし 2009.11-23

Dear 
   friends! 　今回は、日系２世のノーマン先生の登場です。アメリカで育ったノー

マン先生は、友達と自分の親の違いにいつも悩んできたそうです。「子

どもへの愛って何？」と皆さんに疑問を投げかけています。

　いろいろな理由があり来日しました
が、一番の理由は「愛」。お嫁さんを
探しに来たのではなく（笑）、両親の
愛をより深く理解するためです。
　私の両親は 36 年前に日本からアメ
リカに引っ越したので、私はアメリカ
で生まれ育ちました。カリフォルニア
やハワイと違って、フロリダには私の
ような日系アメリカ人がとても少ない
です。小学校から高校までの友達は、
皆白人か黒人かヒスパニック（スペイ
ン語を母語とする中南米系住民）の人
でした。その友達の両親は子どもに、

“I love you”と言い、ハグ（抱きし
めること）やキスするのを頻繁に目に
していたので、私はそれを見て「何で
僕の両親はそういうことをしないのか
な」「僕の両親は僕のことを愛してな
いのかな」といつも思い、私の両親は
本当に変だと思っていました。
　初来日は 20 歳のとき。広島大学に
留学しました。１年間日本語を勉強し
たり、いろんな日本人と話したりする
なかで、日本の文化や日本人の考え方
を、少しずつ理解できるようになりま
した。そして、アメリカに帰ったとき、
両親の愛も少し理解できるようになり
ました。それは、私の両親は言葉より
も行動で愛情を示しているということ

です。例えば、毎日、家でおいしくて
健康に配慮したご飯を作ってくれた
り、今は、山梨にいる僕に、手作りの
クッキーや必要なものを送ってくれた
りします。これは日本人にとっては普
通のことかもしれませんが、アメリカ
人の友達の親は、ほとんど電子レンジ
で作るご飯か本当に簡単な料理しか作
りませんでした。だから、友達が私の
家に食事に来ると、いつも「いいねぇ
～、親がそんなに時間をかけておいし
い料理を作ってくれて」と言います。
　両親の愛情の表現方法が分かって
も、日本人の子どもへの愛情について
の考え方は、まだ理解できません。ア
メリカは、子が親の理想に合致しても
していなくても、子を愛すべきだとい
う「無条件の愛」を理念とし、親は子
どもに、愛していることを毎日伝えま
す。子どもは、”I love you”と言わ
れることで、親から愛されていること
をはっきり実感します。これは、子と
親とが愛を確認し合うための約束ごと
とも言えます。以前、日本人の友達に
このことを説明したら、「日本では、
子どもを大事にしようとする思いが愛
です。」と言われました。皆さんはど
う思いますか。「子どもへの愛」とは
何でしょうか。考えてみてください。

Norman Mikine Dezaki（ノーマン幹根

出崎）

アメリカ合衆国フロリダ州出身。2007 年、

来日。山梨北中学校と日下部小学校で外国語

指導助手として英語を教えている。スポーツ

が大好きで、特に合気道が趣味。名前からも

わかるように、日系２世。20 歳で来日。広

島大学に留学した経験がある。

■
10
月
か
ら
、
放
置
自
転
車
の

　

撤
去
を
開
始
し
ま
し
た

な
く
そ
う
、
放
置
自
転
車
。

み
ん
な
が
危
険
　
み
ん
な
が
迷
惑
　

！

！
地域ボランティアの手により、放置された
自転車が敷地の脇に整頓されている東山梨駅前。この分の
スペースが占領されなければ、他の自転車も通路にはみ出
さずに置くことができるのに……。

　

自
転
車
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
健
康
に
も
よ
い

乗
り
物
で
す
が
、
い
っ
た
ん
放
置
さ
れ
る
と
、
駐

輪
場
で
は
場
所
を
占
領
し
、
路
上
や
歩
道
で
は
、

歩
行
者
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

「
山
梨
市
自
転
車
等
の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
10
月
か
ら
放
置
自
転
車
の
撤
去

を
始
め
ま
し
た
。

�
撤
去
対
象
と
な
る
放
置
自
転
車
は
…
…

　

⑴
種
類

　
　

道
路
交
通
法
に
定
め
る
自
転
車
お
よ
び
原
動

　
　

機
付
自
転
車

　

⑵
場
所

　
　

鉄
道
駅
周
辺
の
道
路
、
広
場
、
そ
の
他
公
共

　
　

の
場
所

　

⑶
撤
去
命
令

　
　

警
告
票
を
貼
付
し
、
撤
去
を
命
じ
ま
す
。

　

⑷
撤
去

　
　

撤
去
命
令
か
ら
14
日
を
経
過
し
て
も
な
お
放

　
　

置
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
場
か
ら
撤
去

　
　

し
、
そ
の
旨
を
市
の
掲
示
版
・
Ｈ
Ｐ
で
告
示

　
　

し
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転
車
は
、
３
か
月
間

　
　

一
定
場
所
で
保
管
し
た
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
も

　
　

し
く
は
廃
棄
し
ま
す
。

　

⑸
費
用
の
徴
収

　
　

撤
去
・
保
管
に
か
か
る
費
用
は
、
自
転
車
の

　
　

利
用
者
な
ど
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
　

す
。

　
　
　

自
転
車　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

　
　
　

原
動
機
付
自
転
車　

２
，
０
０
０
円

�
盗
難
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
の
多
く
は
、
盗

難
に
遭
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
転
車
は
、

必
ず
防
犯
登
録
を
し
、鍵
を
二
重
に
か
け
る
な
ど
、

盗
難
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
鍵
を
か
け

ず
に
自
宅
の
敷
地
内
で
盗
難
に
あ
っ
た
例
も
あ
り

ま
す
。
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

届
け
出
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
行
政
防
災
防
犯
担
当

（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
４
７
）

�
今
回
訪
問
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん

　
相
原　

み
つ
さ
ん	
（
下
井
尻
）　

　

代
永　

佳
夫
さ
ん	
（
上
神
内
川
）

　

武
井　

志
げ
り
さ
ん	

（
小
原
西
）　

　

靏つ
る
た田　

安
雄
さ
ん	

（
牧
丘
町
窪
平
）

齊間貞子さん（万力）萩原このさん（アミーユ山梨） 中島牛丸さん（上神内川）

村田くによさん（桃源荘）松川ちよ子さん（牧丘町窪平） 矢崎けさみさん（桃源荘）

内藤賢蔵さん（桃源荘）

長島　光
みつ

さん（桃源荘）

　

市
は
、
９
月
19
日
、
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
、
平
成
21
年
度
中
に
100
歳
を
迎

え
る
皆
さ
ん
を
慶
祝
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
市
内
で
100
歳
を
迎
え
る
皆

さ
ん
は
12
人
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
８
人
の
自
宅
や
入
所
施

設
を
慶
祝
訪
問
し
、
お
祝
い
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
と
て
も
100
歳
と
は
思
え
な

い
く
ら
い
元
気
で
、「
新
聞
を
毎
朝
読

む
」「
散
歩
を
す
る
」「
家
の
仕
事
を
す

る
」
な
ど
が
長
生
き
の
秘
訣
の
よ
う
で

す
。
あ
と
、
何
よ
り
も
大
切
な
の
が
、

く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
だ
そ
う
。
そ
ん

な
教
え
、
見
習
い
た
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
毎
日

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。



広報やまなし2009.11-24広報やまなし 2009.11-25

健康　いきいき　和みのまち　山梨市

　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症
の
予

防
、
ふ
れ
あ
い
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
、
介

護
予
防
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
「
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」。

　

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

「
サ
ロ
ン
」を「
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝
い
た
い
」
人
を

対
象
に
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
程
・
内
容
】
左
の
表
の
と
お
り

　

※
第
５
回
は
講
演
会
方
式
、
第
１
回
～

　
　

第
４
回
は
実
技
も
行
な
い
ま
す
。

【
会　

場
】
第
１
回
～
４
回
は
、
市
役
所

　
　

西
館
５
階
５
０
２
会
議
室
、
第
５
回

　
　

は
５
０
１
会
議
室
に
な
り
ま
す
。　

【
時　

間
】　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
参
加
費
】　

無
料
（
材
料
な
ど
含
め
て
）

【
参
加
方
法
・
定
員
】　

　

第
１
回
～
第
４
回
は
、
定
員
を
30
人

と
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
�

８
７
５
５
）
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。
第
５
回
は
、
事
前
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
課
介
護
予
防
担
当

　
　
　
　
（
東
館
１
階
、
内
線
１
１
７
５
）

　

山
梨
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
８
７
５
５　

　

開
始
は
、
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

人
か
ら
優
先
的
に
行
な
っ
て
い
く
予
定

で
、「
優
先
的
に
接
種
す
る
対
象
」
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

優
先
的
に
接
種
す
る
対
象
者

①
診
療
に
直
接
従
事
す
る
医
療
従
事
者　

　
（
救
急
隊
員
を
含
む
）

②
妊
婦
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

　
（
こ
の
中
で
も
１
歳
～
小
学
校
低
学
年

　

の
接
種
を
優
先
）

③
１
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年

④
１
歳
未
満
の
乳
児
の
保
護
者

　

優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
身
体
上
の

　

理
由
に
よ
り
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
人

　

の
保
護
者

⑤
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
、
高
校
生

⑥
65
歳
以
上
の
高
齢
者

以
上
の
人
で
、
接
種
を
希
望
す
る
人

※
「
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
」
と
は

　
　

慢
性
呼
吸
器
・
心
・
腎
・
肝
疾
患
、

　
　

神
経
疾
患
・
神
経
筋
疾
患
、
血
液

　
　

疾
患
、
糖
尿
病
、
疾
患
や
治
療
に

　
　

伴
う
免
疫
抑
制
状
態
、
小
児
科
領

　
　

域
の
慢
性
疾
患
が
あ
り
、
入
院
中
、

　
　

ま
た
は
、
通
院
中
の
人
。

　
　

特
に
優
先
す
る
接
種
対
象
者
に
つ

　
　

い
て
は
、
基
準
を
参
考
に
医
師
が

　
　

判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
か
か
り

　
　

つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　

有
効
性
・
安
全
性
に
つ
い
て

有
効
性　

重
症
化
、
死
亡
の
防
止
に
つ
い

　
　
　
　

て
は
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ

　
　
　
　

る
も
の
の
、
感
染
防
止
、
流
行

　
　
　
　

阻
止
の
効
果
は
保
証
さ
れ
て
い

　
　
　
　

ま
せ
ん
。

安
全
性　

ま
れ
で
は
あ
る
が
重
篤
な
副
作

　
　
　
　

用
も
起
こ
り
う
る
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　

ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

接
種
の
実
施
主
体

　

国
が
医
療
機
関
と
契
約
し
、
接
種
を
実

施
し
ま
す
。

会　　場 開催日 時　　間

加納岩公民館 10 日㈫・24 日㈫ 10：00 ～ 11：30

老人健康福祉センター ４日㈬・18 日㈬ 13：30 ～ 15：00

後屋敷公民館 ６日㈮・20 日㈮ 13：30 ～ 15：00

日川公民館 11 日㈬・26 日㈭ 13：30 ～ 15：00

山梨公民館 11 日㈬・25 日㈬ 14：00 ～ 15：00

岩手公民館 ６日㈮・20 日㈮ 13：30 ～ 15：00

水口高齢者ふれあいプラザ 13 日㈮ 13：30 ～ 15：00

堀内公会堂 20 日㈮ 13：30 ～ 15：00

大工公会堂 27 日㈮ 13：30 ～ 15：00

牧丘町保健センター 11 日㈬ 13：30 ～ 15：00

隼公民館 25 日㈬ 13：30 ～ 15：00

久保公民館 ６日㈮ 13：30 ～ 15：00

下平公民館 20 日㈮ 13：30 ～ 15：00

西保多目的集会施設 12 日㈭ 13：15 ～ 14：30

牧平公民館 ★ 26 日㈭ 13：15 ～ 14：30

三富基幹集落センター ５日㈭・★ 17 日㈫ 10：00 ～ 11：30

11月地域元気あっぷ教室

★のついた日は、口腔ケア開催日です。

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業
」
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
あ
な
た
の
力
を
地
域
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感

染
力
は
強
い
も
の
の
、
多
く
の
感
染
者
は

軽
症
の
ま
ま
回
復
し
て
い
る
こ
と
、
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
に
よ
る
治
療

が
有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
類
似
す
る
点
が
多
い

の
で
す
が
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
な
ど

は
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
感
染
の
拡
大
を
防
止
し
、
基
礎

疾
患
を
持
つ
人
な
ど
重
症
者
の
救
命
を
優

先
し
、
適
切
な
医
療
の
確
保
を
行
な
っ
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
は
今
秋
か
ら
、

①
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生
を
で
き
る
限

　

り
減
ら
す
と
と
も
に
、
重
症
者
の
救
命

　

を
優
先
す
る

②
患
者
が
集
中
発
生
す
る
こ
と
に
よ
る
医

　

療
機
関
の
混
乱
を
極
力
防
ぎ
、
必
要
な

　

医
療
体
制
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

ふれあい・いきいきサロン推進事業日程表

　

地
域
の
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
定

期
的
に
公
民
館
や
公
会
堂
に
自
主
的
に

集
ま
る
場
の
こ
と
で
す
。 

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
運
営
す
る
の

も
楽
し
む
の
も
、
高
齢
者
が
主
体
と
な

り
ま
す
の
で
、
敬
老
会
の
よ
う
に
「
お

客
様
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

サ
ロ
ン
は
、歌
や
踊
り
、簡
単
な
ゲ
ー

ム
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
テ
ー
マ
を
設
け
て

の
講
話
会
な
ど
、
参
加
者
の
興
味
や
関

心
の
あ
る
こ
と

に
あ
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
費
用
を
か
け
ず
に
、
長
続
き

で
き
る
よ
う
、
楽
し
む
こ
と
も
基
本
で

す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、赤
い
羽
根
・

共
同
募
金
の
配
分
を
受
け
て
、
希
望
の

あ
る
サ
ロ
ン
に
経
費
の
助
成
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
会
費
な
ど
を
集
め
な
が

ら
、
自
主
的
な
運
営
を
す
す
め
る
サ
ロ

ン
が
増
え
て
い
ま
す
。 

回 開催日 内　　　容

第１回 11 月 25 日㈬

レクリエーション講習会
お年寄りと楽しむレクリエーション　
講義と実技
指導：西島福祉レク研究者代表
　　　望月　栄司さん

第２回 12 月７日㈪

レクリエーション講習会
ゴムチューブを使った健康体操
指導：レクリエーションインストラクター
　　　辻　美恵子さん

第３回 12 月 21 日㈪

レクリエーション講習会
転倒予防体操
指導：財団法人日本スポーツ協会公認
　　　インストラクター
　　　河野　美香さん

第４回 １月 14 日㈭

レクリエーション講習会
お年寄りと楽しむレクリエーション　
講義と実技
指導：西島福祉レク研究者代表
　　　望月　栄司さん

第５回 １月 29 日㈮

講演「こころ豊かに年を重ねるために」
こころの健康と生きがいづくりに関す
る講演
講師：医療法人財団加納岩
　　　理事長　中澤　良英さん

接
種
回
数　
　

　

当
面
２
回
（
今
後
臨
床
試
験
の
結
果
を

踏
ま
え
見
直
し
の
予
定
あ
り
）

　

２
回
の
間
隔
は
１
～
４
週
間

接
種
料
金　
（
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
）

　

１
回
目
３
，
６
０
０
円

　

２
回
目
２
，
５
５
０
円

　
　
（
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機
関
で
受

　
　
　

け
た
場
合
は
３
，
６
０
０
円
）

※
接
種
開
始
時
期
、
接
種
医
療
機
関
、
低

　

所
得
者
の
費
用
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、

　

決
定
さ
れ
次
第
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

山
梨
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課

　

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
９
４

　

峡
東
保
健
所
地
域
保
健
課　
　
　
　
　

　

☎
０
５
５
３
ー
２
０
ー
２
７
５
２

　

保
健
課
保
健
指
導
担
当
（
東
館
１
階
、

　

内
線
１
１
８
１
～
１
１
８
４
）

※
今
月
の
「
山
梨
市
健
康
増
進
計
画
」
は
、

　

お
休
み
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

■
地
域
や
学
校
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
感
染
が
拡
大
し
、
本
格
的
な
流
行
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
っ
て
な
に
？
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図書館だより

山梨市立図書館　万力 1830（市民会館内）☎� 9600（月曜休館）
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Culture
文化を味わい、文化の向上を共に
　　　　山梨市文化協会活動紹介

『雪だるまの雪子ちゃん』
　　江國香織・作　山本容子・画

主な新着図書

■一般書

人情味あふれる下町、日本橋の一角でひとり暮らしの女性

が絞殺された。「どうして、あんなにいい人が……」周囲

がこう声を重ねる彼女の身に何が起きていたのか。

着任したばかりの刑事・加賀恭一郎は、事件の謎を解き明

かすため、未知の土地を歩き回る。

雪子ちゃんは、野生の雪だるまです。雪深い山の村に、

ある日、ひとりで空から降ってきて、画家の百合子さん

の家のお隣で暮らし始めました。小さなことにも目を輝

かせる雪子ちゃんの毎日には、生きることの喜びがいっ

ぱい !! 山本容子のオールカラーの銅版画による挿絵を添

えた、江國香織初めての長編童話。

■児童書

おすすめ新着図書

『新参者』
　  　　東野　圭吾・著

【11月のおはなし会】
　❖乳幼児向き（チェリー）　　　　　　11 月 10 日㈫
　　　時間は午前 10 時 30 分～ 11 時
　❖幼児・低学年向き（くれよん）　　　11 月 28 日㈯
　　　時間は午前 10 時 30 分～ 11 時
【市立図書館開館時間】
　❖午前９時～午後５時（金・土は午後６時まで）　
　　★休館日は折り込みのカレンダーで確認してください。

●●● INFORMATION●●●

30 盆栽部
31 能面部

　

私
た
ち
盆
栽
部
は
、
現
在
32
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
二
月
の
梅
花
展
、
四

月
の
山
野
草
展
、
秋
の
文
化
祭
で
は
盆

栽
展
と
、
一
年
間
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
に
あ
っ
た
作
品
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
根
津
記
念
館
の
開
館
に
伴

い
、
記
念
館
で
こ
れ
ら
の
展
示
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
来
館
し
た
皆
さ
ん
に

大
変
好
評
で
し
た
。

　

一
口
に
盆
栽
と
い
っ
て
も
、
手
の
ひ

ら
に
乗
る
小
さ
い
も
の
か
ら
、
三
尺
を

超
す
大
き
な
も
の
ま
で
あ
り
、
ま
た
、

樹
木
の
種
類
も
松
柏
、
雑
木
、
実
物
、

花
物
な
ど
、
多
種
多
様
で
す
。

　

盆
栽
は
個
人
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
癒
し
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
も
効
果
が

得
ら
れ
る
と
、
最
近
は
若
い
世
代
に
も

人
気
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
盆
栽
部
に
加
入
し
、

私
た
ち
と
一
緒
に
盆
栽
づ
く
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

　
　

部　

長　
　

芳
賀　

弌
彦

　
　

副
部
長　
　

佐
藤　

栄
徳

　
　
　
　
　
　
　

早
川
甲
子
雄

　
　
　
　
　
　
　

武
井　
　

理

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

芳
賀　

弌
彦　

☎
�
６
３
５
０

　

今
年
も
文
化
祭
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
三
富
地
区
文
化
協
会
盆
栽
部
の
部

員
は
、わ
ず
か
に
６
人
で
す
が
、皆
、日
々

手
入
れ
を
し
て
育
て
た
立
派
な
盆
栽
を

文
化
祭
に
出
展
し
、
訪
れ
る
人
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
で
は
、
皆
さ
ん
が
協
力
し
て

飾
り
付
け
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
特
に
菊
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

土
づ
く
り
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

植
物
を
扱
う
楽
し
み
は
、
成
長
に
応

じ
て
育
て
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
植
物

は
も
の
を
言
い
ま
せ
ん
が
、
丹
精
か
け

れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
応こ
た

え
て
見

事
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
物
言

わ
ぬ
相
手
と
向
か
い
合
う
こ
と
で
、
そ

こ
か
ら
学
び
と
る
こ
と
も
多
い
。
気
軽

に
始
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
や
っ
て

み
る
と
、
な
か
な
か
奥
が
深
く
楽
し
い

世
界
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
盆
栽
部
に
加
入
し

て
、
共
に
盆
栽
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

　
　

部
　
長
　　

日
原　

義
光

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

日
原　

義
光
☎
�
２
４
２
８

　

能
面
部
は
、
本
年
度
山
梨
市
文
化
協

会
に
加
盟
を
認
め
ら
れ
た
新
し
い
部
で

す
。

　

５
月
の
連
休
を
中
心
に
根
津
記
念
館

で
開
催
さ
れ
た
「
能
面
展
」
の
席
上
に

お
い
て
、
山
梨
市
の
能
面
愛
好
家
で
グ

ル
ー
プ
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
前
市
文
化
協
会
会
長
の
藤
原
一
仁

さ
ん
を
中
心
に
話
が
進
み
、
発
足
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

能
面
と
は
、能
に
用
い
る
仮
面
で「
お

も
て
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
を
彫

り
、
顔
料
で
採
色
し
て
仕
上
げ
ま
す
。

面
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
目
や
歯
を
銅

版
な
ど
で
作
り
、メ
ッ
キ
を
施
し
た
り
、

ヒ
ゲ
や
眉
な
ど
に
植
毛
を
し
た
り
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

能
面
の
種
類
は
、
基
本
型
が
40
～
50

ほ
ど
で
、
舞
台
で
用
い
ら
れ
る
も
の
は

100
ほ
ど
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、能
面
の
制
作
に
興
味
を
持
ち
、

「
面
」
を
打
つ
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　
　

部
　
長　
　

鶴
田　

正
樹

　
　

副
部
長　
　

藤
原　

一
仁

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

鶴
田　

正
樹　

☎
�
４
２
１
７

〈
山
梨
地
区
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
「
盆
栽
部
」〉

〈
三
富
地
区
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
「
盆
栽
部
」〉

〈
山
梨
地
区
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
「
能
面
部
」〉

日本の小説
外事警察　　　　　　　　　　　麻生　　幾
占い屋重四郎江戸手控え　　　　池永　　陽
海峡の南　　　　　　　　　　　伊藤たかみ
なでしこ御用帖　　　　　　　　宇江佐真理
ねずみ石　　　　　　　　　　　大崎　　梢
逍遥の季節　　　　　　　　　　乙川優三郎
これでよろしくて？　　　　　　川上　弘美
蘭陵王　　　　　　　　　　　　田中　芳樹
ハング　　　　　　　　　　　　誉田　哲也
三人暮らし　　　　　　　　　　群　ようこ
きりきり舞い　　　　　　　　　諸田　玲子

文学・エッセイ・手記・外国の小説など
明るい方へ　　　　　　　　　　太田　治子
小さいころに置いてきたもの　　黒柳　徹子
悪霊の島　㊤㊦　　　スティーヴン・キング
洋梨形の男　　　　ジョージ・Ｒ．Ｒ．マーティン
ブリーダ　　　　　　　パウロ・コエーリョ
その他・一般
半島へ、ふたたび　　　　　　　蓮池　　薫
目で見る！毎日の食事カロリー辞典　　上村泰子・監修
手あみのワンピースとチュニック　日本ヴォーグ社
甦る農業　　　　　　　　　　　井熊　　均
｢おめでとう｣「ありがとう」のポップアップカード　吉田ちかこ

▲能面部発足のきっかけとなった根津記念館での能面展。
（平成 21 年５月開催）

おはなしの広場～読書週間だよ、おはなしがいっぱい !! ～
11 月３日㈫午後１時 30分～　市民会館３階「ちどりの間」
内容　人形劇・ペープサート（紙人形劇）・映画など

思わず夢中になりました
　　　「第63回読書週間」2009.10.27 ～ 11. ９

◆セカンドブック～小学１年生に本を１冊プレゼント！◆

　子どもの頃の読書体験は、人間形成の上で大いに役立ちま

す。市では、読書を楽しむことができる環境づくりの一つと

して、赤ちゃんに絵本を贈る「ブックスタート」事業とともに、

小学校１年生に本を贈る「セカンドブック」事業を行なってい

ます。

　読書週間中に、市内小学校の先生と司書が選定したリストの

中から、ご希望の本を１冊プレゼントします。家族の皆さんや

お友達といっしょに、「おはなしの世界」を楽しんでください。



ひとりで悩まない……！

広報やまなし 2009.11-28広報やまなし 2009.11-29

各種相談
相　　談 内　　容 日時・会場 申込・問い合わせ

行政相談 行政相談委員による国・県・市など
の仕事についての苦情や要望

11 月 20 日㈮午後１時 30 分～４時
牧丘支所

総務課行政防災防犯担当
（西館４階、内線 2447）

税務相談 税理士による税に関する相談
11 月 12 日㈭午後１時～４時
市役所東館２階第１委員会室

東京地方税理士会甲府
支部事務局
☎ 055（233）1318

不動産相談 不動産関係全般
11 月 19 日㈭午前 10 時～午後３時

（正午～午後 1 時は休み）
市役所西館２階 201 会議室

㈳県宅地建物取引業協会
☎ 055（243）4300

結婚相談

相談は、できるだけ希望者本人が望
ましい。登録希望者は、履歴書用写
真（3.5㎝× 4.5㎝程度）、印鑑（シ
ャチハタ不可）を持参。

11 月 14 日㈯午後２時～６時
（受付：5 時まで）　
市民会館３階控え室

生涯学習課生涯学習担当
（西館３階、☎⑳ 1488）

パソコン
困りごと相談

パソコンの操作方法に関する相談
※講師の都合により休む場合あり。
　必ず事前確認を。

11 月７・14・28 日㈯
午後 1 時～ 3 時
市民会館４階Ｃ会議室

生涯学習課生涯学習担当
（西館３階、☎⑳ 1488）

多重債務相談
借入状況を聴き、必要に応じて法律
専門家（弁護士・司法書士など）を
紹介

月～金、午前８時 30 分～午後 4
時 40 分（正午～午後 1 時は休み）
財務省関東財務局甲府財務事務所

甲府財務事務所
☎ 055（253）2261

個別労働紛争
労働者と事業主間の紛争解決支援。
相談、情報提供、個別調整委員によ
るあっせん

まずは電話を。
山梨労働局総務部企画室
☎ 055（225）2851

地域職業相談室 職業相談、職業紹介、求人情報など
の提供

月～金、午前８時 45 分～
午後 5 時 15 分　市役所東館２階

山梨市地域職業相談室
☎⑳ 1358

再チャレンジ
サポート
プログラム

専門コンサルタントによる再就職の
アドバイス。キャリアシートを使い、
これまでの職歴、身につけてきたこ
との生かし方を個別面談。

火・水　午前９時 30 分～午後 3
時 30 分（予約制・電話予約を）
㈶ 21 世紀職業財団山梨事務所

㈶ 21 世紀職業財団
山梨事務所　
☎ 055（236）5271

編集後記
�先日、県内ニュースを見ていたら、

「世界最小のオオクワガタのフィギュ
ア」が紹介されていました。仕事の合
い間に制作したそうですが、その技術
の高さに思わずびっくり。なんと大き
さは米粒よりも小さい 2.6 ミリだそ
うです！忙しい日々の中でも、このよ
うな「遊び心」って大切な気がします。
広報の誌面作りにも必要かな？（←も
ちろんです！ by「神の声」!?）S

�スポーツの秋。各地でスポーツイベ
ントが行なわれましたが、スポーツと
いえば、４年に１回の「スポーツの祭
典・オリンピック」。2016 年夏季オリ
ンピック開催の招致活動を行なった東
京都は落選……。開催国の雰囲気を味
わいたかった私としては、ガックリ。
2020 年開催地の招致を表明した広島
市・長崎市。問題もあるようだが、ぜ
ひ半世紀ぶりの日本開催を！K

�技術（芸術）、スポーツと来たら、
次は「読書の秋」でしょうか。人との
出逢いもステキですが、魅力的な本に
出逢ったときも心がときめきます。本
屋さんや図書館でタイトルを見たり、
手にとってパラパラと中を見たりし
て、気に入った本が見つかった日は、
それだけで心がウキウキ♥もうすぐ読
書週間です。皆さんも、お気に入りの
本、探してみませんか。E

相　　談 内　　容 日時・会場 申込・問い合わせ

家庭児童相談 育児、しつけ、虐待など児童の養育
に関する家庭問題

月曜～金曜（祝日は除く）
午前９時～午後５時　福祉事務所

福祉事務所児童福祉担当
（東館１階、内線 1132）

教育相談 しつけ、親子関係、学力、進路、不
登校、いじめなど

毎週水曜（祝日は除く）午前 10 時～
午後４時　生涯学習課　※要予約

生涯学習課生涯学習担当
（西館３階、内線 2327）

幼児教育相談 幼児教育全般
毎週水曜（祝日は除く）午前 10 時～
午後４時　つつじ幼稚園　※要予約

つつじ幼稚園☎� 0244
※電話相談も可

子育て相談
子育て支援コーディネーターによる
子育て全般の悩み相談。まずは電話
で連絡を。

月曜～木曜（祝日は除く）
午前９時 30 分～午後４時　※要予約
山梨地区地域子育て支援センター

山梨地区地域子育て支援
センター☎� 5661

年金相談 年金全般にかかる相談
11 月 11 日㈬午前９時 30 分～
午後４時（正午～午後１時は休み）
甲州市役所

甲府社会保険事務所
☎ 055（252）1431 ㈹

病態栄養相談 医院などに通院中で合併症を有し、
栄養指導が必要な人

第 2・４金曜午後 1 時～ 3 時
峡東保健所（下井尻 126-1）

峡東保健所健康支援課　
☎⑳ 2753

障害相談

①身体障害相談　　月曜から金曜（祝日は除く）午前９時～午後５時　

会場、問い合わせは
いずれも
老人健康福祉センター　
☎� 2941

②知的障害相談　　毎週火曜・木曜（祝日は除く）午後１時～５時　

③精神障害相談　　月曜から金曜（祝日は除く）午前９時～午後５時

④障害児相談　　　11 月 11 日㈬午前９時～正午

⑤障害者就労相談　11 月 11 日㈬・25 日㈬　午後１時～５時

発達等母子保健
専門（遺伝）
相談

子どもの生まれつきの障害、発達面
や生活面での不安、自分や家族・結
婚相手やその家族が持つ遺伝すると
思われる病気に対する不安などに医
師や保健師が対応。医師は事前予約

月曜から金曜（祝日を除く）午前
８時 30 分～午後５時 30 分
峡東保健所健康支援課（下井尻
126-1）　医師との相談は中北保健
所（甲府市太田町 9-1）

峡東保健所健康支援課
☎⑳ 2753

精神保健相談
老人精神保健
相談

こころの健康や精神保健福祉に関す
る悩み、老人の精神的な悩み。精神
科医師などによる情報提供や助言

予約により対応。
峡東保健所精神保健相談室

（下井尻 126-1・家庭訪問も可）

峡東保健所地域保健課
☎⑳ 2752

もの忘れ相談 認知症の早期発見・予防・正しい
ケアを専門医などが助言

予約により対応。
市役所東館１階相談室

地域包括支援センター
（東館１階）☎� 0294

認知症
よろず相談

認知症介護の専門スタッフによる認
知症相談。家族が認知症かなと思っ
たとき・認知症高齢者の介護で困っ
たときなど。市内４か所の介護保険
施設で対応。事前予約は電話で

グループホームめだかの学校（三ヶ所）　　　☎� 1131

愛の家グループホーム山梨小原西（小原西）　☎� 8220

山梨ケアセンターそよ風（上神内川）　　　　☎� 8071

笛吹荘（牧丘町室伏）　　　　　　　　　　　☎� 5522

認知症
出張巡回相談

精神科医師、精神保健福祉相談員、
保健師などによる出張巡回相談。寝
たきりなど、保健所の相談や医療機
関の診察を受けることができない人
を対象

予約により対応。相談者宅。
峡東保健所地域保健課

（下井尻 126-1）
☎⑳ 2752
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☎　市役所� 1111　牧丘支所� 3111　三富支所� 2121市外局番は 0553 です

　言葉で守る・心で伝える・仲直りの大事さ、みんなが
やさしくいられますように……。
♪歌とダンスとメッセージのコンサートです♪
日　時　11 月 14 日㈯　
　午後２時開演（開場：午後１時 30 分）
会　場　市民会館ホール（入場無料） 
主　催　Ｋ＆Ｍミュージック

【問い合わせ】
Ｋ＆Ｍミュージック代表　小林清美　☎� 0743

日　時　11 月 15 日㈰午前９時 30 分～午後３時
会　場　万力公園噴水広場
内　容　地元商工会会員事業所の「自慢の逸品」展示販
売、スタンプラリー、大抽選会など

【問い合わせ】　山梨市商工会事務局　☎� 0806

　世代を超えてハンドボールを楽しむと同時に、ハンド
ボールというスポーツを多くの人に知ってもらうため、
開催します。
日　時　11 月 28 日㈯　午前９時～午後０時 30 分
会　場　市民総合体育館
主　催　山梨市ハンドボール協会、山梨市体育協会
対　象　小学生以上の市内在住、在勤、在学者、市出身
のハンドボール経験者、ハンドボールに興味のある人

内　容　交流試合、パラリンピ
ック走り高跳び日本代表・鈴木
徹選手による特別講演を予定
参加料　100 円（保険料含む）

【申込・問い合わせ】
山梨市ハンドボール協会
イベント企画担当　辻
☎ 090-8878-8812

認定農業者になりませんか

農林課

　認定農業者制度とは、現在の農業経
営内容を計画的に向上または改善させ
ようと考えている人を市が認定するも
のです。認定期間は５年で、その間は
各種事業や制度資金の活用ならびに利
子補給などを受けることができます。
認定農業者になるためには
　経営改善計画やその具体的な取り組
みを記載した申請書を提出してくださ
い。関係機関での審査を経て、認定を
行ないます。
申請書の基本項目・取組内容
< 例 >
◦経営規模の拡大（例：買い入れや借
　り入れによって面積を大きくしたい）
◦生産方式の合理化（例：品種の構成
　を見直して、生産のムダを省きたい）
◦経営管理の合理化（例：簿記を習得
　してコスト管理をしたい）
◦農業従事体制の見直し（例：雇用の
　活用で労働時間を少なくしたい）
申請書作成に関する相談
◦峡東農務事務所農業農村支援課
　（東山梨合同庁舎内）　☎⑳ 2707　
◦県果樹試験場果樹技術普及担当
　（フルーツ公園近く）　☎� 1922
◦ＪＡフルーツ山梨各支所指導員

【書類の提出・問い合わせ】
農林課農地担当

（西館２階、内線 2217）

農業者年金加入のすすめ

農林課

　農業引退後の長い老後を安定して暮
らすためには、若いうちからの備えが
必要です。農業者年金は加入者数の変
化や財政事情に左右されない、今の時
代に合った公的年金です。
加入条件　国民年金の第１号被保険
者で、年間 60 日以上農業に従事する
60 歳未満の人（加入・脱退は自由で
す）。
保険料額　月額最低 20,000 円、最
高 67,000 円です。設定は 1,000 円
単位で自由にでき、いつでも保険料の
見直しができます。
また、お支払いになった保険料は社会
保険料控除の対象になります。
安定した制度　将来の年金受給に必要
な資金をあらかじめ自分で積み立て
る、確定拠出型年金です。加入者・受
給者数などの影響を受けにくい長期的
に安定した制度です。

【問い合わせ】
農林課内農業委員会事務局

（西館２階、内線 2217）
山梨県農業会議☎ 055（228）6811
またはＪＡフルーツ山梨各支所

電気柵による事故に

注意しましょう
農林課

　近年、イノシシやシカから農作物を
守るため、畑に電気柵を設置する農家
が増えています。電気柵は、イノシシ
やシカから農作物を守ることに対し
て、効果が高いと言われていますが、
使用方法を誤ると事故に繋がります。
次の事項に注意して、安全に電気柵を
利用してください。
・電気柵を設置する場合、電気柵に
誤って触れることがないよう、周囲に
分かりやすいように危険表示を行ない
ましょう。
・人が容易に触れることができる場所
に電気柵を設置し、30 ボルト以上の
電源（家庭のコンセントなど）から電
気を供給する場合には、漏電遮断器を
設置しましょう。
※フェンスの上など、人が容易に触れ
　られない場所に電気柵を設置する場
　合は、漏電遮断器は不要です。
※バッテリーなど 30 ボルト未満の電
　源を使用する場合、漏電遮断器は不
　要です。
　電気柵について、不明な点がある場
合は、各自で判断せずに、取扱店や電
気柵メーカーに問い合わせましょう。

【問い合わせ】
農林課農林担当

（西館 2 階、内線 2214）　

　峡東地域に就農を考えている人を対象に、就農相談会を
開催します。相談を希望する人は、事前申し込みをお願い
します。
対象者　①退職後、峡東地域に就農を予定、または希望し
ている人（農家後継者、新規参入者など）
②その他、峡東地域に就農を希望する人
内　容　就農、営農に対する相談、質問への個別対応（就
農支援制度の紹介、農地確保の相談、栽培技術の相談など）

日　時　11 月 28 日㈯午前 10 時～午後３時
会　場　東山梨合同庁舎 101 会議室
対　象　山梨市・甲州市への就農希望者
申込締切　11 月 19 日㈭

【申込・問い合わせ】
峡東農務事務所農業農村支援課（峡東地域普及センター）
☎⑳ 2707　ＦＡＸ⑳ 2709

団塊世代などを対象とした就農相談会を開催します

☀商工会主催「第３回
　いいまち山梨はんじょう市」

☀メッセージ３～
今年のテーマは「大切なともだち」

楽しい秋に Let's Go ！

☀山梨市ハンドボールフェスタ 2009

みんなの掲示版

◀鈴木徹選手　当日は、講演のほか、　交流試合にも参加予定です。

　文化祭発表会への出場者を一般から募集します。
日　時　11 月 15 日㈰午前 10 時～
会　場　山梨市民会館
内　容　唄（民謡）、踊り、楽器演奏など
募集締切　10 月 31 日㈯

【申込・問い合わせ】　
文化協会山梨地区民謡部　千葉　☎� 4123

< 共通事項 >
　講　師　中小企業診断士　飯島大久さん
　テーマ　「財務分析の基礎知識」
　会　場　夢わーく山梨
①個人企業対象コース
　日　時　11 月 16 日㈪　午後２時～４時 30 分
　内　容　個人経営者のための儲かる決算書の読み方
②中小法人企業対象コース
　日　時　11 月 26 日㈭　午後２時～４時 30 分
　内　容　中小法人のための経営に役立つ財務の勘所
※入場無料（商工会員以外の人も参加できます）

【申込・問い合わせ】
山梨市商工会指導課　☎� 0806　ＦＡＸ� 1529　　

　子どもたちの幅広い自由な造形活動を推進するため、
作品展を開催します。
日　時　11 月 28 日㈯～ 12 月１日㈫　午前９時～午後
５時　（30 日㈪は休館、１日㈫は午後４時まで）
会　場　甲州市民文化会館２階大会議室
テーマ　小学生「自分らしいあらわし方で」　
　　　　中学生「自分らしさを求めて」
領　域　絵画、デザイン、立体作品
主　催　東山図工・美術作品指導法研究会

【問い合わせ】甲州市立勝沼小学校　三枝剛	 ☎� 0272
　　

☀東山図工・美術作品展

☀管理会計セミナー
基礎からわかる決算書・財務

☀文化協会山梨地区民謡部
　発表会出演者募集！



広報やまなし 2009.11-32

やまなし情報

広報やまなし 2009.11-33

催
し
・
講
座

募
　
　
　
集

保
険
・
　
税

健
　
　
　
康

介
護
・
福
祉

く
　
ら
　
し

お
知
ら
せ

☎　市役所� 1111　牧丘支所� 3111　三富支所� 2121市外局番は 0553 です

やまなし情報
催
し
・
講
座

募
　
　
　
集

保
険
・
　
税

健
　
　
　
康

介
護
・
福
祉

く
　
ら
　
し

お
知
ら
せ

☎　市役所� 1111　牧丘支所� 3111　三富支所� 2121市外局番は 0553 です

収集対象　家庭用電化製品・自転車・スチール製家具・歩行型農機具などの金属製
　　　　　粗大ごみ
収集業者が有料回収するもの　家電リサイクル４品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫
　　　　　および冷凍庫・洗濯機および衣類乾燥機）、バイク、タイヤ、バッテリー、
　　　　　消火器、ガスボンベ
収集しないもの（持ち込まないでください）
　可燃粗大ごみ（布団・家具・衣類・木製品・プラスチック製品）・ガラス類・陶磁器類・
　施設園芸用資材（金網・パイプ・加温器など）・パソコン
※各地域の収集日程および時間は右のページをご覧ください。
　収集時間を守り、各自収集場所での積み込みにご協力ください。

✿不燃粗大ごみの排出品目について

有料・無料の別 種　　類 品　　目 料　　金

無料で回収するもの 金属製粗大ごみ ストーブ・自転車・
スチール家具・ヒーターなど

収集業者が

有料で回収するもの

バイク

規格などにより異なりますので、

お問い合わせください。

タイヤ
消火器

ガスボンベ
バッテリー

家電

リサイクル品※

冷蔵庫・冷凍庫 3,780 円～ 5,869 円 　収集運搬料
（規格などにより異な
りますので、お問い
合わせください。）

テレビ 1,785 円～ 3,795 円
エアコン 2,625 円～ 3,664 円

洗濯機・衣類乾燥機 2,520 円～ 3,444 円

大分類 小分類 品　　目 排出方法

可燃粗大ごみ
大型 布団・家具など

センターへ直接持ち込んでください。
　▶山梨地域→→→→→山梨市環境センター　☎� 1555
　　持込時間　月～金：午前９時～午後４時、土：午後１時～４時
　▶牧丘・三富地域→→東山梨環境衛生センター　☎� 4014
　　持込時間　月～金：午前９時～正午、午後１時～４時

小型 衣類・ぬいぐるみなど 各地域の指定ごみ袋に入れて、燃えるごみの日に出してください

　粗大ごみ収集では、可燃粗大ごみは取り扱いませんので、持ち込まないでください。
　可燃粗大ごみについては、次の方法で排出をお願いします。

　一部については、有料での回収となります。表に載っていないものおよび有料品
目それぞれの料金については、お問い合わせください。

✿可燃粗大ごみについて

　�パソコンは
　　　　回収できません�

　粗大ごみ収集では、パーソナルコ
ンピュータ（以下パソコン）は回収
できません。
　パソコンの処分については、各製
造メーカーのサポートセンターか、
パソコン３Ｒ推進センターにお問い
合わせください。

有限責任中間法人パソコン３Ｒ推進
センター　☎ 03（5282）7685
ＵＲＬ　http://www.pc3r.jp/

※家電リサイクル品
　リサイクル料金は、メーカーごとに異なります。改定により料金が変更になる場合があります。リサイクル料金とは別に、
収集運搬料金がかかります。今年度から衣類乾燥機と液晶テレビ・プラズマテレビが、家電リサイクル法の対象になりました。

　平成 21年度
　第２回粗大ごみ収集のお知らせ

実施日 地区名 収集場所
11 月 24 日（火） 諏　　訪  牧丘町総合会館裏側（川沿い）駐車場
11 月 26 日（木） 西　　保  鼓川温泉駐車場
11 月 29 日（日） 中牧・牧丘全域  牧丘第二小学校校庭

■牧丘地域粗大ごみ収集日程表　　　　　　　　　　収集時間：午前７時 30 分～ 10 時

実施日 地区名 収集場所
11 月 13 日（金） 徳　　和  ※三富徳和スポーツ広場
11 月 15 日（日） 三富全域  三富スポーツ広場

■三富地域粗大ごみ収集日程表　　　　　　　　　　収集時間：午前 7 時 30 分～ 10 時

実施日 地区名 収集場所
11 月　２日（月） 加 納 岩  加納岩公民館東側駐車場（ダイタマンション裏）
11 月　４日（水） 加 納 岩  ＪＡフルーツ山梨　加納岩支所共選所裏庭（第二共選所）
11 月　５日（木） 加 納 岩  ＪＡフルーツ山梨　かのいわ統一共選所前庭（大野）
11 月　６日（金） 後 屋 敷  ＪＡフルーツ山梨　後屋敷支所桃共選所前庭
11 月　８日（日） 市内全域  旧市役所西側駐車場
11 月　９日（月） 日 下 部  ※火の見やぐら脇広場（下井尻公民館東側）
11 月 10 日（火） 山　　梨  ＪＡフルーツ山梨　山梨支所マンモス共選所前庭
11 月 11 日（水） 山　　梨  万力２区公民館広場
11 月 12 日（木） 日 　 川  ＪＡフルーツ山梨　日川支所前駐車場（南側）
11 月 16 日（月） 日 下 部  老人健康福祉センター前駐車場
11 月 17 日（火） 八　　幡  南自治公民館駐車場
11 月 18 日（水） 八　　幡  八幡公民館前駐車場
11 月 19 日（木） 岩　　手  ＪＡフルーツ山梨　岩手支所共選所前庭

■山梨地域粗大ごみ収集日程表　　　　　　　　　　収集時間：午前 7 時 30 分～ 10 時

※市役所庁舎移転後のため旧市役所西側駐車場と表記しています。新庁舎ではありませんのでご注意ください。
※日下部地区の七日市場区（七日市場共選所前庭）と下井尻区（下井尻公民館東側火の見やぐら脇）の粗大ごみ収集場所は、
　第１回（春）と第２回（秋）の交互での収集になります。今回は下井尻区（公民館東側火の見やぐら脇）になります。

※今年度から、川浦スポーツ広場と徳和スポーツ広場の収集は、第１回（春）と第２回（秋）の交互での年１回収集になり
　ます。今回は徳和スポーツ広場になります。

【問い合わせ】
山梨市環境センター　☎� 1555
環境課生活環境担当（西館１階、内線 2134・2135）
または各支所住民生活担当

11 月は「エコドライブ推進月間」です。
　地球・人・お財布にやさしい運転を初めてみませんか。
　車は、発進、巡航、減速、停止のパターンを繰り返しながら走行してい
ます。エコドライブは、これらの走行パターン別に実施ポイントがありま
す。走行パターンに応じたエコドライブで、ムダをなくしましょう！

発進時
発進は一呼吸おいて、それからアクセルを徐々に踏み込みましょう。
合言葉は“ふんわりアクセル『e スタート』”。やさしく発進。

走行時
状況をよく見て、アクセル一定で走行。先の駐車車両や工事箇所など
に早めに対応することで、ムダな加速・減速をなくしましょう。

減速時
停止位置を予測して、早めにアクセルから足を離しましょう。無意識
に行なっている減速も、少し気をつけるだけで、燃料消費が減ります。

停車時
人を待つ間などのアイドリングはやめましょう。一定時間停車すると
きは、エンジンオフを習慣に。

【問い合わせ】環境課新エネルギー対策室（西館１階、内線 2133）

エコ、やってみよう !
◆市役所では、職員の自動車通勤により発生する
　二酸化炭素排出量を削減することと、環境問題
　への意識を高めることを目的として、平成 20
　年 9 月から毎月第１、第３金曜日をノーマイカ
　ー・相乗り通勤デーとしました。

【これまでの取り組みの効果】
実施人数　　2,805 人／	自動車通勤人数　10,942 人
燃料削減量　1,842ℓ／通常時使用量 12,316ℓ
CO2 削減量 4,274kg ／通常時排出量 28,575kg
　　　　　　　　　（数値は、26 回実施延べ数）
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ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
（西館４階、内線 2448）

専門交通指導員の

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は
人
に
社
会
に
思
い
や
り
」

※日下部警察署管内……山梨市内および甲州市内

　日下部警察署管内交通事故発生状況（９月末日現在）
件数（人数） 前年比

人身交通事故 252 件 ー3
死者 3 人 ー3
負傷者 328 人 ＋11
物損交通事故 757 件 ±0

危ない夕暮れ、「見せて・見られて」安全に !!

　夕暮れ時は、ものが見えにくく、注意力が
低下しがちです。自分からは相手の車が見え
るからといってなかなかライトをつけない車
を見かけますが、実際は相手からは良く見え
ていないということがよくあります。夕暮れ
時は、早めにライトを点灯しましょう。また、
交通事故を防止するため、スモールランプだ
けでなく、ヘッドライトをつけましょう。
☀運転者は☞「早めの点灯」で自分の車の存
　在を、他車や歩行者などに知らせましょう。

☀自転車は☞無灯火は非常に危険です。暗く
　なりはじめたら、早めにライトをつけま　
　しょう。
☀歩行者は☞反射材の活用や明るい色の服装
　で、車の運転者に気づいてもらう工夫をし
　ましょう。

平成 22年成人式開催のお知らせ

生涯学習課

　市では、成人となる皆さんの前途を
祝福するため、平成 22 年山梨市成人
式を次のとおり行ないます。
日　時　平成 22 年１月 10 日㈰
受　付　午後０時 30 分～０時 50 分
式　典　午後１時～２時
会　場　市民会館
該当者　平成元年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた人
※「進学・就職の関係で市内に住所が
　ないが、市の成人式に出席したい」
　という人は、11 月 13 日㈮までに
　申し込んでください。

【申込・問い合わせ】　
生涯学習課生涯学習担当

（西館３階、内線 2327）

　お知らせ
11 月 15 日～ 21 日は女性の人権
ホットライン強化週間です

福祉事務所

　法務省と全国人権擁護委員連合会で
は、11 月 15 日から 21 日までの一
週間を「女性の人権ホットライン」強
化週間と定め、「全国一斉女性の人権
ホットライン相談」を開設します。
期　間　11 月 15 日㈰～ 21 日㈯
月～金　午前８時 30 分～午後７時
土・日　午前 10 時～午後５時
相談受付　☎ 055（252）7239
相談担当者　甲府地方法務局職員およ
び山梨県人権擁護委員連合会の女性の
人権問題に対応をすることができる人
権擁護委員

【問い合わせ】
福祉事務所社会・長寿福祉担当

（東館 1 階、内線 1135）

知っていますか？
建設業退職金共済制度

勤労者退職金共済機構

　建設業退職金共済制度は、中小企業
退職金共済法に基づき、建設現場労働
者の福祉の増進と建設業を営む中小企
業の振興を目的として設立された退職
金制度です。
・国の制度なので、安心、確実。申し
込み手続きも簡単です。
・経営事項審査で加点評価の対象とな
ります。
・掛金の一部を国が助成します。
・掛金は事業主負担となりますが、法
人は損金、個人では必要経費として扱
われ、税法上全額非課税となります。
・事業主が変わっても、退職金は企業
間を通算して計算されます。
加入できる事業主　建設業を営む人
対象となる労働者　建設業の現場で働
く人
掛金　日額 310 円

【問い合わせ】
建設業退職金共済事業本部山梨県支部
☎ 055（235）4421

☞山梨市屋内温水プールの臨時休館について☜

　温水プールの「ヒートポンプ設置工事」に伴い上記の
期間、プールが休館となります。
　なお、休館中は、「甲州市塩山 B&G 海洋センター・プー
ル」を、山梨市および山梨市指定管理者（フィッツ）の
発行した回数券でご利用いただくことができます。
　また、「屋内温水プール」で開催していた水中教室に
代わる運動教室を市民総合体育館で行ないます。ぜひ、
ご参加ください。

＊＊ 甲州市塩山 B&G 海洋センター特別利用＊＊
期　間　11 月 24 日 ㈫～ 12 月 10 日㈭まで
　（11 月 30 日㈪・12 月 7 日㈪を除く）
時　間　午前９時 30 分～正午、午後１時～４時
　　　　午後６時～９時 30 分
利用料金　「屋内温水プール」・「牧丘 B&G 海洋セン
ター」いずれかの回数券で利用できます。 
※注意※
①現金の場合は、一般 420 円、高校生以下 150 円（甲
　州市市外料金扱い）になります。
②小学４年生以下は、保護者同伴での利用になります。
　

休館予定期間　11 月 24 日㈫～ 12 月 10 日㈭

＊＊ 運動教室 （若返り健康運動教室）＊＊
期　間　11 月 26 日㈭～ 12 月 10 日㈭までの毎週、火・木・金曜日限定
会　場　市民総合体育館
教室の種類・内容

教室名 開催日 曜　日 時　間 定　員
若返り
ワンポイントシェイプ

12 月１日、８日 火曜日 午後２時～３時 20 人
◆１つの部位をターゲットに、引き締め運動を行ないます。

レッツ！
アンチエイジング

11 月 26 日、12 月３日、10 日 木曜日 午後７時 30 分～８時 30 分 20 人
◆適度な運動量で、全身を心地よく活性化させます。

ビューティ
ボディーサーキット

11 月 27 日、12 月４日 金曜日 午後２時～３時 20 人
◆有酸素運動と筋トレにより、若々しいボディを取り戻します。

申込受付　11 月１日㈰から電話受付開始。屋内温水プール　☎� 5211（月曜日を除く）
参加料　施設使用料のみ（詳細についてはお問い合わせください。「屋内温水プール」「牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター」
回数券でも参加できます。）　

【問い合わせ】　社会体育課体育施設担当（西館３階、内線 2333）　または屋内温水プール☎� 5211
◆牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センターのプール休館　11 月 30 日㈪まで　12 月１日㈫から再開します。
◆山梨小学校校庭の夜間照明施設改修による利用停止　10 月１日㈭から 平成 22 年１月 31 日㈰まで　　

11月は、「被害者支援活動等広報月間」です！

　警察では、各種相談窓口を設置し、市民からの相談に応じて
います。特に、不幸にして犯罪被害に遭われた人やその家族か
らの相談窓口、被害者支援活動の内容、被害者の経済的負担を
軽減する犯罪被害給付制度について、広く市民の皆さんに知っ
ていただくために、11 月を「被害者支援活動等に関する広報
月間」と定め、各種広報活動に積極的に取り組んでいます。

＊＊＊犯罪被害者などのための相談窓口＊＊＊
警察総合相談室	
　　　　☎ 055（233）9110 または＃ 9110
性暴力 110 番	 ☎ 055（224）5110（ＦＡＸ兼）
ヤングテレホン	 ☎ 055（235）4444
警察安全相談所	 ☎� 0110
㈳被害者支援センターやまなし
	 ☎ 055（228）8622
電話受付　平日午前８時 30 分～午後５時 30 分

（被害者支援センターは、午前 10 時～午後４時）

【i mode 専用ＵＲＬ】　
http://www.pref.yamanashi.jp/police/i/soudan.thml

【被害者支援センターＵＲＬ】　http://www6.ocn.ne.jp/~shienyam/

☞ライトを点灯する時間の目安は☜
　　　　11・12月　⇒　午後４時
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　　募　集

　　健　康
介護・福祉　保険・税 平成 21年度

人間ドック申込受付中

保健課

対象者　市税完納者で、市国民健康保
険に加入している 40 歳から 75 歳の
人（昭和 10 年４月１日～昭和 45 年
３月 31 日生。75 歳になる人は、誕
生日より前に受診してください）。
定　員　15 人（先着順）
申込期間　11 月２日㈪～ 20 日㈮

（定員になり次第受付終了）
申込方法　官製はがきに下のように記
入し、郵送してください（１人につき
１枚。封書でも受け付けます）。

※表に「人間ドック申込」と朱書き。
負担金
※ 20,000 円を上限とし、検査費用
　の 1/2 を市が補助しています。

50

≪ハガキの裏面≫
 ①郵便番号・住所

 ②申込者氏名（ふりがな）

 ③生年月日　④性別

 ⑤電話番号

 ⑥保険証の記号番号

　  （○○○○ー○○○○）

 ⑦受診予定日

≪ハガキの表面≫
　　　　　　405-8501

　　　山梨市役所

　　　　保健課　行

　　　

　　（人間ドック申込）

　キャンパスネットやまなしは、講座
情報の提供・単位認定を行なう学習支
援制度です。
●いつでもだれでも入学できます。
●入学費用は、無料です。

【問い合わせ】
山梨県生涯学習文化課
☎ 055（223）1319
URL　http://www2.manabi.pref.
yamanashi.jp/campusnet/

　「体験クルーズ」は、子どもたちに
「船」、「海」、「自然」への理解・興味
を深めてもらうとともに、共同生活を
とおして社会性を身につけてもらうこ
とを目的としています。
　全国から集まった 500 人の仲間と
一緒に、さまざまな体験をとおして友
情を深めながら、小笠原諸島の自然に
関する学習や、カヌー・シュノーケリ
ングなどの体験を行ないます。
日　程　平成 22 年３月 26 日㈮～
31 日㈬（５泊６日）
行き先　東京都小笠原村（父島）　
対　象　小学校４年生～中学校３年生
募集人数　１人
集合・解散場所　東京晴海埠頭

参 加 費　80,000 円（ 市 が 40,000
円を補助しますので、実際の個人負担
は 40,000 円です。）
※一人あたり 180,000 円がかかりま
　すが、競艇公営資金による日本財団
　およびＢ＆Ｇ財団の助成により、参
　加者負担金を半額以下にしています。
申込期間　11 月９日㈪～ 12 月８日
㈫（応募者多数の場合は、抽選）

【申込・問い合わせ】
社会体育課社会体育担当

（西館３階、内線 2333）ＦＡＸ� 5357

年末調整等説明会開催の

お知らせ
税務課

　給与の支払者を対象に、平成 21 年
分年末調整のしかたと法廷調書・給与
支払報告書の作成について、説明会を
開催します。
日　時　11 月 20 日㈮午後 1 時～ 4 時
会　場　市民会館４階大会議室

【問い合わせ】
①年末調整のしかた・源泉所得税
山梨税務署法人課税第１部門　
源泉所得税担当　☎� 2940
②法定調書の作成と提出
山梨税務署管理運営部門　
資料情報担当　☎� 1413
③給与支払報告書の作成・提出、住民税
市役所税務課税務担当

（東館 1 階、内膳 1126）

11 月は労働保険適用促進月間です！

１人でも雇ったら、入ろう。労働保険。
ハローワーク塩山

　労働保険とは、雇用保険と労災保険
を総称したもので、労働者を一人でも
雇用している事業主は、法人・個人を
問わず、原則として加入が義務付けら
れています。
雇用保険……労働者が失業した場合お
よび労働者について雇用の継続が困難
となる事由が生じた場合に、労働者の
生活および雇用の安定を図るととも
に、再就職を促進するため、必要な給
付を行ないます。
労災保険……労働者が業務上の事由ま
たは通勤による負傷、疾病、障害また
は死亡に対して、迅速かつ公正な保護
をするため、必要な保険給付を行ない
ます。

【問い合わせ】
ハローワーク塩山適用係　☎� 8609

消費税の届出はお済みですか。

山梨税務署

　個人事業者が新たに課税事業者とな
る場合には、税務署長に「消費税課税
事業者届出書」の提出が必要です。
　なお、基準期間における課税売上高
が 5,000 万円以下の場合は、簡易課
税制度を選択することができます。
　平成 22 年分から簡易課税制度を適
用して申告する個人事業者は、12 月
31 日までに「消費税簡易課税制度選
択届出書」を税務署に提出してくださ
い。

※個人事業者は、基準期間（前々年）におけ
　る課税売上高が 1,000 万円を超えると消
　費税の申告・納付が必要となる。

「第３回小児福祉機器展
in　山梨」を開催します

小児福祉機器展 in 山梨実行委員会

　小児用福祉機器・福祉用具を実際に
見て、触れて、試す機会を設けました。
日　時　11 月８日㈰
午前 10 時～午後３時 30 分
会　場　石和共立病院

（笛吹市石和町広瀬 623）
内　容　移乗・移動機器、姿勢保持具、
装具・靴関係、コミュニケーション機
器、食品・摂食関係、おもちゃなど小
児の福祉機器・用具の展示
※入場無料

【問い合わせ】
小児福祉機器展 in 山梨実行委員会（石
和共立病院内　小児リハ担当）伊藤・
金子　☎ 055（263）3131（内線　
674、669）　ＦＡＸ 055（263）3136
電話受付：午前９時～午後５時 30 分

国民年金だより

国民年金加入者が受給できる年金～その❹・寡婦年金
こんな年金です 受給資格 年間受給額

第１号被保険者※期間と任意加入保険者
期間のみで、保険料納付期間と免除期間
が 25 年（300 月）以上ある夫が、年金
を受けずに死亡したとき。その妻が 60
歳から 65 歳まで受給します。

夫との婚姻期間が
10 年以上あること

亡くなった夫が
65 歳から受給
できた額の
４分の３の額

※自営業者、農林漁業者、自由業者、学生などで 20 歳以上 60 歳未満の被保険者。

【問い合わせ】
市民課国民年金担当（東館 1 階、内線 1148）または各支所住民生活担当

【問い合わせ】
山梨税務署個人課税第１部門
☎� 1415

受診期間　12 月１日㈫から平成 22
年２月 27 日㈯まで
受診票　11 月 24 日㈫発送予定

【申込・問い合わせ】
〒 405-8501（住所不要）
山梨市役所保健課保健企画担当

（東館１階、内線 1180・1181）　

青色決算説明会・消費税説明会開催のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山梨税務署）
説明事項
①所得税の青色申告決算書の作成および青色申告特別控除の適用要件（賃
　借対照表の説明を含む）などについて
②消費税などの届出に関する手続き、課税売上高の判定、課税売上げの区
　分整理の方法および申告書の書き方などについて
③国税電子申告・納税システム（e-Tax）の概要および利用開始にあたっ
　ての手続きについて

【問い合わせ】　山梨税務署個人課税第 1 部門　☎� 1415

開 催 日 会　　場 時　　間

12 月３日㈭ 山梨市民会館
【午前の部】　10 時～正午

【午後の部】　１時～３時
（午前・午後の説明内容は同じです。）

12 月４日㈮ 甲州市民文化会館

12 月８日㈫ 笛吹市スコレーセンター

平成 21年度「Ｂ＆Ｇ体験クルーズ」

参加者募集
社会体育課

「キャンパスネットやまなし」

入学者募集中！
県生涯学習課

人形劇とオペレッタ

帝京学園短期大学

　保育科学生たちが、台本、製作、音
楽などを手がけた人形劇「花さかじい
さん」とオペレッタ「赤ずきん」を上
演します。
日　時　11 月 27 日㈮
　第一部　午前 11 時～
　第二部　午後２時～
※上演時間は、１時間 30 分を予定。
　開場は、各開演時間の 30 分前。
会　場　県民文化ホール（小ホール）
※入場無料

【問い合わせ】
帝京学園短期大学（藤巻・三井）　
☎ 0551� 2249

性別 検診費用 市からの補助額 自己負担額
男性 35,700 円 17,000 円 18,700 円
女性 40,950 円 20,000 円 20,950 円

☀犬やねこと
　暮らしている
　　　　あなたへ☀

家に帰れなくなった

犬やねこを

多く見かけます。

そして、

悲惨な事故死も

多いです。

人間より

ずっと

寿命の短い

動物たち。

最後まで

愛情を持って

育ててくださいね。

峡東保健所・峡東地区動物愛護推進員
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☎　市役所� 1111　牧丘支所� 3111　三富支所� 2121市外局番は 0553 です

「県民の日」記念行事に

お出かけください
県民の日記念行事実行委員会

市では、「県民の日」の 11 月 20 日㈮、次の市営７施設を無料開放します。
無料開放は山梨県民に限りますので、ご利用の際、本人確認のできる運転免許証や保険証などをお持ちください。
市外および県の施設については、県のホームページで確認するか、各施設へ直接お問い合わせください。

【温泉施設】

施設名称 営業時間 問い合わせ 注意事項
老人健康福祉センター
「山梨ちどり温泉」

午前　９時～午後８時 ☎� 9616
※入浴時間は、閉館の 15分前までです。
※入館受付は、閉館時間の１時間前までです。

「花かげの湯」 午前 10時～午後８時 30分 ☎� 4126
「鼓川温泉」 午前 10時～午後８時 30分 ☎� 4611
「みとみ笛吹の湯」 午前 10時～午後８時 ☎� 2610
【体育施設】

施設名称 営業時間 問い合わせ 注意事項
市民総合体育館
（トレーニングルーム）

午前９時～午後 10時 ☎� 5600
※正午～午後１時の間は利用できません。
※牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センターについては、午後５時～６時
　も利用できません。
※牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールは、修繕工事のため
　利用できません。
※利用時間は終了 10分前までです。

屋内温水プール 午前９時～午後９時 ☎� 5211

牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター
（トレーニングルーム・体育館）

午前９時～午後 10時 ☎� 4411

【問い合わせ】　総合政策課政策推進担当（西館４階、内線 2427）　または各施設へ

「県民の日」に市営施設を無料開放します！ 11 月 20 日㈮

　11 月 20 日は、山梨県が誕生した
日です。県民一人一人が、郷土の生い
立ちを知り、豊かで暮らしやすい「山
梨」を次の世代へと引き継いでいける
よう、みんなで「ふるさとの誕生日」
を祝いましょう。
☀県民の日記念行事「交流広場」
日　時　11 月 14 日㈯～ 15 日㈰
午前 10 時～午後４時
会　場　小瀬スポーツ公園（甲府市）
内　容　県内各地の特産品をはじめ、
多数の展示や体験、相談コーナーや各
種団体による活動内容の発表などがあ
ります。
☀県有施設の無料開放（11 月 20 日）

県立美術館・博物館、フラワーセンタ
ーなどの県有施設で、観覧料・入場料
などが無料になります（市町村有施設
は、施設により実施日が異なります）。

【問い合わせ】
県民の日記念行事実行委員会事務局
☎ 055（223）1350

元気な商店街創造セミナー

やまなし産業支援機構

　「真の商店街の活性化とは何か」を
テーマに、山形県新庄市の「100 円
商店街」を仕掛け、全国的に高い評価
を得ているＮＰＯ法人の代表を招いて
セミナーを開催します。
日　時　11 月５日㈭午後２時～
会　場   桜座（甲府市ペルメ桜町）
対　象   まちづくりや商店街活性化に
関心のある一般県民、ＮＰＯ法人、学
生、商業・サービス業経営者など
内　容   特定非営利活動法人アンプ理
事長　斎藤一成さんによる講演、意見
交換
参加費   無料   

【問い合わせ】   
やまなし産業支援機構　
☎ 055（243）1888
県商業振興金融課　
☎ 055（223）1535 

「世界糖尿病デー in 山梨 市民公開

講座」ー広げよう糖尿病治療の輪ー
日本糖尿病協会山梨県支部・県糖尿病協会

百花繚乱やまなしまちづくり

セミナー
県市町村課

　県では、地域の活性化やまちづくり
活動に関心のある人、行政職員などを
対象に、まちづくりについて、共に学
び、考えるセミナーを開催します。
日　時　11 月６日㈮
午後 1 時 30 分～４時 30 分
会　場　山梨県自治会館

（甲府市蓬沢 1-15-35）
基調講演　講師：井上弘

ひ ろ し

司さん※

（地域再生診療所所長）
シンポジウム　パネリスト：田辺綾

あ や こ

子
さん（富士吉田市本町大好きおかみさ
ん会）、土

ど ば し と よ と し

橋豊俊さん（市川三郷町大
塚人参クラブ）、浅川裕介さん（北杜
市産業観光部農政課）、田中寿

と し じ

二さん
（丹波山村総務企画課）
コーディネーター：井上弘司さん

【問い合わせ】
県市町村課　☎ 055（223）1423

　11 月 14 日は「世界糖尿病デー」。
日本糖尿病協会山梨県支部・県糖尿病
協会では、甲府駅南口公園にある信玄
公像のブルーライトアップと、糖尿病
についての知識を広げるための市民公
開講座を開催します。
▶信玄公像ブルーライトアップ　
14 日㈯午後５時 30 分～９時
▶公開講座　15 日㈰午後２時～４時
会　場　アピオ本館３階　孔雀の間
参加料　無料

【問い合わせ】
山梨大学医学部第三内科　
事務：保坂かおり
☎ 055（273）9602

炭焼き師養成講座

峡東地区特用林産協会・峡東林務環境事務所

甲府矯正展

甲府刑務所・甲府少年鑑別所

　矯正行政について広くご理解をいた
だくため、矯正展を開催します。
日　時　11 月 23 日（月・祝）
午前９時～午後３時
会　場　甲府刑務所

（甲府市堀之内町 500）
催し物　施設見学、矯正関係資料の展
示、各種イベント、刑務所作業製品の
展示即売

【問い合わせ】
甲府刑務所企画部門（作業）
☎ 055（241）8878

食育ボランティア養成講習会を開催します
　「食育」は、単に「食」に関する知識だけを学ぶものではなく、毎日の食
卓に上る食材が育った風土や気候に対して興味を持つことでもあります。豊
かな自然によって育まれる命の素晴らしさ、愛おしさを学ぶこと、すなわち

「こころ」を育てる教育でもあります。
　食育ボランティアは、この「食育」を地域に広めるために、地域の行事へ
の参加や、依頼された教室に協力して食育を推進します。
　市では、食育ボランティア講習会を開催します。家族の食育推進はもちろ
ん、地域にも食の大切さを伝えませんか。

講 習 日 　
① 11 月 11 日㈬午前９時 30 分～
② 11 月 17 日㈫午後１時 30 分～
③ 11 月 26 日㈭午後１時 30 分～
講習時間は、いずれも約３時間を予定しています。
講習内容　食の安全・安心、郷土食、環境、農業体験など
会　　場　夢わーく山梨
対　　象　食育に関心があり、講習会に全日程参加できる人　
募集人数　15 人
申込期限　11 月６日㈮（定員になり次第、受付終了）
受 講 料 　無料
持 ち 物 　筆記用具・エプロン・三角巾など

【申込・問い合わせ】
保健課保健指導担当（東館１階、内線 1182 ～ 1184）

　果樹の剪定枝の有効活用にも最適な
「伏せ焼き」による炭焼きとドラム缶
を用いた炭焼きを実施します。実践的
な炭焼きを学び、その技術を習得しま
せんか。
日　時　11 月 25 日㈬～ 27 日㈮

（３日間参加することを推奨します）
会　場　甲斐の国大和自然学校（甲州
市大和町田野 116）、甲州市大和町内
の炭焼き窯
時間・内容　
25 日㈬　午前９時～午後５時（予定）
26 日㈭　午前９時～午後８時（予定）
27 日㈮　午前９時～午後３時（予定）
ドラム缶による炭焼き体験、伏せ焼き
体験、炭俵作りなど
< 注意事項 >　
26 日夜間に窯止めの作業があること
から、26 日の晩、都合がつく限り大
和自然学校に宿泊して頂きます。夜間
の火の番を交代で行なうこともありま
すのでご承知ください。
講　師　現役炭焼き師　平山金吾さん
受講料　1,000 円（材料代・講師謝
金として。宿泊滞在費は除く。食事に
関しては各自で用意してください）
定　員　20 人（先着順）
申込締切　11 月 16 日㈪

【申込・問い合わせ】
峡東林務環境事務所森づくり推進課
林業自然保護担当　堀内、川口
☎⑳ 2721

シルバー人材センター果樹剪定講習会
　果樹剪定の基本知識や技能を習得し、就業に役立てます。
日　時　12 月１日㈫～ 16 日㈬の間の土日を除く 10 日間
時間はいずれも午前 10 時～午後３時
会　場　山梨・甲州市内の各農園
対象者　60 歳前半層を中心とする働く意欲のある人
定　員　20 人
受講料　無料
申込締切　11 月 16 日㈪

【申込・問い合わせ】
㈳東山梨地区広域シルバー人材センター
山梨事務所☎� 4150

※井上弘司さん　
長野県飯田市役所を退職後、「地域再生診療
所」を設立。職員時代の経験や知識を生かし、
全国を往診して、過疎化や高齢化が進む地域
を再生するための処方箋を作っています。
地域再生診療所 http://www.tiiki-saisei.jp
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11月の根津記念館

11 月の IT 講習会 【会場】山梨市情報通信センター　　　　（旧山梨市役所庁舎となり）

申込方法　ハガキまたは電子メールにて「①受講希望講座名（日程）　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥職業
⑦電話番号　⑧パソコン所有の有無　⑨操作歴」を記入のうえ、申し込んでください。　
参加者負担金　3,000 円（講習会受講代として、初回講習時に集金）
※各日程とも 10 人程度募集。応募者多数の場合は抽選、また受講者が少ない場合は中止となることがあります。
※「山梨申請予約・ポータルサイトやまなしくらしねっと（市ホームページ上にバナーあり）」から
　電子申請を利用して申し込むことができます（HP アドレスは最終ページをご覧ください）。
　右の QR コードで、携帯電話からの申し込みもできます。

【申込・問い合わせ】〒 405-8501（住所不要）　山梨市役所総合政策課　電算システム担当　
☎� 1111（西館４階、内線 2430）　E メールアドレス　itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

講座名 対象者 日程 募集締切

WORD で作る年賀状講座 パソコンの基本操作はわかる人
11 月 18 日㈬

19 日㈭
26 日㈭
27 日㈮

の計４日間

【WORD 年賀状講座】
午前９時 30 分～
　　　11 時 30 分

【パソコン・
インターネット講座】
　午後７時～９時

11 月６日㈮

≫≫ワープロソフト WORD の機能を使って、オリジナル年賀状を
作ってみませんか。

パソコン・インターネット入門講座 パソコンを使ってみたい人

≫≫パソコンの操作を基礎から学ぶ講座です。
簡単な文字入力とインターネットの使い方を学びましょう。

催し・講座

�特別企画展�
「石山寺の名宝『紫式部と源氏物語』
前期　10 月 10 日㈯～ 11 月８日㈰
後期　11 月 10 日㈫～ 12 月６日㈰
�イベント�
①菊花・秋の山野草展
期間　11 月１日㈰～ 12 日㈭
　色鮮やかな菊の花や山野草が記念
館を彩ります。
★あなたが育てた菊の花を記念館に

展示しませんか。詳細はお問い合わ
せください。
②秋の紅葉ライトアップ
期間　11 月 13 日㈮～ 20㈮
　館内の草木が紅葉し出す頃、開館
時間を延長し、館内や紅葉した木々
をライトアップします。
�ヒョウタン透かし彫り教室�
日時　11 月８日㈰・15 日㈰・29
日㈰（全３回、午後７時～９時）

　ヒョウタンを透かし彫りし、あな
ただけのランプシェードを作ってみ
ませんか。初心者向け。
参加費　1,300 円
※事前申し込みが必要です。

【申込・問い合わせ】
生涯学習課　根津記念館担当

（西館３階、内線 2322）
★根津記念館は、月曜休館です。

陸上自衛隊東部方面音楽隊によるコンサートを開催します。
日　　時　12 月 13 日㈰　午後２時～４時
会　　場　山梨市花かげホール
応募方法　郵便往復はがきに次の内容を記入の上、申し込んでください。
＜往信用表＞
　【宛先】〒 404-0013　山梨市牧丘町窪平 453-1　
　　　　　山梨市花かげホール「山梨市クリスマスコンサート」観覧係
＜往信用裏＞　①郵便番号　②住所　③氏名　④電話番号
＜返信用表＞　①郵便番号　②住所　③氏名　　
＜返信用裏＞　何も書かないでください。
申込期間　11 月１日㈰～ 30 日㈪必着
※入場券は１枚につき１人の入場となります。応募者多数の場合は、抽選にな
　ります。応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果の連絡に使用させてい
　ただくほかは一切使用しません。

【問い合わせ】　
山梨市花かげホール　☎� 4888　（月曜日と祝日の翌日は休館）

往復はがきでの応募が必要です！

山梨市クリスマスコンサート
～今年も自衛隊音楽隊がやってくる～

■展示・発表
部　門 開催日・時間 会場

文化の集い（詩吟・大正琴・コーラス・朗読・太鼓・民謡）　
　　　　　　　　　　　　　　22 日㈰正午～

花かげホールお茶会 22 日㈰正午～午後３時
舞踊部発表 23 日（月・祝）午後１時～

華道展 22 日㈰・23 日（月・祝）　
　午前９時～午後５時

書道部・俳句部・短歌部・絵画部・写真部・特別展
　　　　　　　　21 日㈯午後１時～ 23 日（月・祝）正午

牧丘町総合会館
（諏訪公民館）

■見学会・大会
部　門 開催日時 ・ 会場など

郷土研究部
「旧秩父街道と路傍の石仏」

11 月 28 日㈯　午前９時～ 11 時 30 分
花かげの郷まきおか「道の駅」
郷土文化館前集合（小雨決行）

囲碁大会
（申込☎� 3047　河合部長）
参加費 1,000 円（昼食代含む）

11 月 29 日㈰　受付：午前９時～
対局：午前９時 30 分～午後５時
牧丘町総合会館　2 階談話室

【問い合わせ】
文化協会牧丘支部（牧丘支所・牧丘教育事務所内）☎� 3111（内線 152）

文化祭 2009◆牧丘地区◆
テーマ「みんなで文化祭に参加しよう」
期　間：11 月 21 日㈯～ 23 日（月・祝）

日　時　11 月 23 日（月・祝）
　　　　開会式：午前８時 45 分　
コース　市民総合体育館前河川沿い
　　　　「重川サイクリングロード周回コース」
※山梨・甲州両市から、多くのチームが参加します。皆さんの
　応援をよろしくお願いします。なお、大会の影響で周辺道路
　が混雑する恐れがあります。ご了承ください。

第 22 回東山梨駅伝競走大会

出逢いのきっかけプロジェクト

第３弾「幸せクッキング」
少子対策課

　独身男女の出逢いのきっかけになる
場を提供する「出逢いのきっかけプロ
ジェクト」。第３弾は、「幸せクッキン
グ」です。料理をつくりながら、楽し
く会話をし、交流を深めましょう。
日　時　12 月 6 日㈰
午後 1 時 15 分～
集合場所　笛吹川フルーツ公園内・山
梨市フルーツセンター物産館内講習室
対　象　おおむね 25 歳から 45 歳ま
での独身男女（男性は市内在住者、女
性は市内外を問いません。）
定　員　男女各 10 人程度
内　容　料理作り（サンドウィッチほか）
参加費　1,000 円（材料費）

【申込・問い合わせ】
少子対策課子育て推進担当

（東館１階、内線 1162・1163）
メールアドレス　shoshitaisaku@
city.yamanashi.lg.jp

　ハワイの伝統的な民族舞踊フラダンス
は、シェイプアップにも効果大。楽しく
踊りながら、体を引きしめましょう。
日　時　11 月 12 日㈭・19 日㈭・26
日㈭・12 月３日㈭・10 日㈭ 17 日㈭
時間はいずれも午後２時～３時
会　場　市民総合体育館　アリーナ
参加資格　18 歳以上の市内在住 ･ 在勤者
参加料　600 円（施設利用料含む）
募集人員　30 人
講　師　㈱フィッツ
申込期間　10 月 28 日㈬～ 11 月 11
日㈬（定員になり次第、受付終了）

【申込・問い合わせ】
社会体育課社会体育担当

（西館３階、内線 2333）または
市民総合体育館（月曜日・祝日翌日休館）
☎� 5600（電話申込可）

◆◆◆参加チーム、募集中！◆◆◆
部　門　①小学生の部（男子・女子）　②（中学生の部

（男子・女子）　③一般の部（地区・支部・その他一般）
※１チーム５人編成です。③については、原則として女
　子を１人以上含んでください。
参加方法　社会体育課窓口にある申込用紙（ホームペー
ジからのダウンロード可）に必要事項を記入し、11 月
12 日㈭までに提出してください。ファクス・Ｅメール
での提出も受け付けます。【申込・問い合わせ】

社会体育課社会体育担当（西館３階、内線 2333）、ＦＡＸ� 5357、E-mail：shakaitaiiku@city.yamanashi.lg.jp

初心者向けフラダンス教室
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【お知らせ】母子健康手帳交付、乳幼児健康診査、予防接種の日程は「広報やまなし

４月号」カレンダー裏面にある一覧表および毎月のカレンダーでご確認ください。

01	 平成 22 年度市内保育園入園申し込み受付が
　　始まります。	

04 親子料理教室に
参加しよう
日　時　12 月 12 日㈯
　午前 9 時 30 分～
会　場　牧丘町保健センター
対象者　市内小学生と保護者　
定　員　15 組
申込締切　12 月４日㈮
※先着順。定員に達した時点で受付終
　了。
参加費　無料
内　容　こんにゃく・花豆の煮豆作り
持ち物　エプロン、三角巾
申込・問い合わせ】　
保健課保健指導担当

（東館１階、内線 1182 ～ 1184）

受付期間　
12 月９日㈬～ 22 年１月 15 日㈮
対象児童　
保護者のいずれもが仕事、病気、出産、
看護などのため、日中保育ができない
児童。ただし、家庭で保護者以外の人
が保育できるときは除きます。　
申込方法　
申込書（各保育園に用意）に必要事項
を記入のうえ、希望する保育園に所得
を証明する書類（源泉徴収票、確定申
告書の写しなど）を添付して申し込ん
でください（内容を審査のうえ、入園
を決定します。申込時点で第一希望の
保育園が定員を超えている場合は、第
二・第三希望の保育園に決定する場合
があります）。

保育園名 所　在　地 電話番号 開園時間 特別保育
月～金 土 一時 特定

公立

後屋敷保育園 三ヶ所 317-1 � 0651 7:30 ～ 19:00 8:00 ～ 12:30 ○
岩手保育園 東 1693 � 0872 8:00 ～ 18:00 8:00 ～ 12:30 ○
山梨保育園 落合 43-1 � 2044 7:30 ～ 19:00 8:00 ～ 12:30 ○
市川保育園 市川 1657 � 0068 8:00 ～ 18:00 8:00 ～ 12:30 ○
八日市場保育園 小原東 238-1 � 2330 8:00 ～ 18:00 8:00 ～ 12:30 ○
八幡保育園 北 977 � 9138 7:30 ～ 19:00 8:00 ～ 12:30 ○ ○
窪平保育園 牧丘町窪平 527 � 3580 7:30 ～ 19:00 7:30 ～ 12:30 ○
西保保育園 牧丘町西保中 1943 � 3576 8:30 ～ 17:30 8:30 ～ 12:30 ○
三富保育園 三富下荻原 120 � 2034 8:00 ～ 18:00 8:00 ～ 12:30 ○

私立

日下部保育園 小原西 389-7 � 1676 7:30 ～ 19:00 7:30 ～ 13:00
光明保育園 上神内川 945 � 1231 7:30 ～ 18:30 7:30 ～ 13:00
加納岩保育園 下神内川 522 � 2589 7:20 ～ 19:30 7:20 ～ 13:30
日川保育園 中村 73 � 0788 7:20 ～ 19:00 7:20 ～ 13:00
よい子保育園 牧丘町窪平 1166 � 2235 7:30 ～ 18:30 7:30 ～ 12:30

【保育園一覧】

※一時保育については、保育園の職員体制などを確認して、安全に受け入れることが可能と判断したとき、
　受け入れます。場合によってはお断りすることもありますので、ご了承ください。
※福祉事務所では、臨時保育士の雇用登録を随時受け付けています。詳しくはお問い合わせください。

入園説明会　
12 月９日㈬午後３時から各保育園で
実施
施設見学　
随時受け付けています。事前に保育園
へ電話をしてから訪問してください。
保育料　
保育料は所得税に応じて、保育料徴収
金額表により５月上旬に決定します。
※市では、保護者の負担を軽減するた
　め、国の基準より低い保育料を設定
　しています。

他市町村の保育園への申し込み　
　他市町村の保育園へ入園する場合
は、事前に希望する保育園の了承を得
てから福祉事務所児童福祉担当へ申し
込んでください。

【問い合わせ】
各保育園または福祉事務所児童福祉担
当（東館１階、内線 1133・1134）

02	 山梨市青少年
　健全育成推進大会

03	 子どもをほめ
て育てる研究会

　市青少年総合対策本部と青少年育成
市民会議では、家庭・学校・地域住民・
関係機関などが一体となり、青少年健
全育成運動を展開していくことを目的
として、青少年健全育成推進大会を開
催します。

日　時　11 月７日㈯午後１時 30 分～
会　場　市民会館３階ちどりの間
内　容　
①「家庭の日」作文コンクール優秀作
　品の表彰・発表
②「少年の主張」山梨県大会入賞者の
　発表
③講演　講師：植原彰さん
　（㈶日本自然保護協会自然観察指導
　員講習会講師・山梨市文化財審議会
　委員・乙女高原ファンクラブ代表世
　話人）
※入場無料（だれでも参加できます）

【問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当

（西館３階、内線 2326）

　子どもの健全育成を考える全国大会
が山梨市で開催されます。地域の宝で
ある子どもの健やかな成長を図るため
の取り組みについて、みんなで考えま
しょう。

日　時　11 月 23 日（月・祝）
　午前 10 時 30 分～
会　場　市民会館ホール
内　容　
①基調講演（午前 11 時～）　
　講師　福留強さん（聖徳大学教授）
②シンポジウム（午後１時 30 分～）
　テーマ「地域で育つ大人と子ども」
　コーディネーター　広崎典子さん　
　（千葉市生涯学習センター）
　パネリスト　古屋明子さん（前・加
　納岩小子育てクラブ会長）、　中村照
　人市長ほか　
③交流会（午後５時～）
参加費　①②は無料、③は有料

【問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当

（西館３階、内線 2325）

05	 出産育児一時金が変わりました
　　　～平成 21 年 10 月１日出生児から～
①支給額が 42 万円になりました。（４万円引き上げ）
※産科医療補償制度に加入する病院などにおいて出産した場合に限ります。
　対象外の場合は、39 万円となります。
②直接支払制度が適用になりました。
　加入している医療保険が、病院などに直接出産費用を支払います。
　（出産費用を事前に用意する必要がありません。）
※ただし、出産費用が 42 万円を超える場合は、その差額分の支払いが
　必要です。逆に 42 万円未満の場合は、差額分を医療保険に請求する
　ことができます。
※直接支払いを希望しない場合は、これまでの方法を選ぶことも
　できます。

【問い合わせ】
市民課国民健康保険担当（東館１階、内線 1145・1146）　

　これらは、政府の緊急少子化対策の一環であり、平成 22 年
度末までの暫定措置として実施されるものです。
　手続きについては、市民課国民健康保険担当または加入して
いる医療保険、病院などでご確認ください。

ポットの中に植えたのは、花の種かな？それとも野菜？（八幡保育園）
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！ 「乙女高原の草原を守る！」
今年も会おうよ、あの場所で。

「乙女高原の草原を次の世代に残そう」と始めた
草刈りイベントも10年目を迎えました。
今年も多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

11月 23日（月・祝）　午前９時30分～　　　　　
主　催　　山梨県・山梨市・乙女高原ファンクラブ
集合場所　乙女高原グリーンロッジ
持ち物　　軍手、雨具、弁当、飲み物、お椀、箸、
　　　　　持っている人はカマ、ナタ、草刈り機などの
　　　　　道具
参加料　　無料
【申込・問い合わせ】
観光課観光施設担当（西館1階、内線2144）

箱根駅伝優勝チームをつくりあげた
上田誠仁監督が語る！

幼児期の体力向上事業

～遥かなる夢に向かって～
11月 19日（木）　午後３時30分～　　　　　

　　　　主　催　山梨市教育委員会・市義務教育振興会議
　　　　会　場　市民会館ホール
　　　　入場料　無料
　　　　【問い合わせ】
　　　　社会体育課社会体育担当（西館３階、内線2333）

山梨学院大学教授・上田誠仁さん（山梨市幼児期の体力向上を培う研究会委員）を
講師にお迎えし、講演会を開催します。お正月最大のスポーツイベント「箱根駅伝」
において、山梨学院大学駅伝部を優勝に導いた監督が、箱根駅伝でのエピソードや
日々の想いを熱く語ります。子育て世代をはじめ、多くの皆さんのご参加をお待ち
しています。

2009.11
広報やまなし　2009.10.22 発行（通巻 57 号）
　　■発行　山梨市　〒 405-8501　山梨県山梨市小原西 843　☎ 0553 � 1111（代表）　ＦＡＸ 0553 � 2800 
　　■編集　総務課広聴広報担当　■ URL  http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp　■ e-mail  info@city.yamanashi.lg.jp

（2009.10.1 現在）世帯と人口

いつでもどこでも気軽に情報を！
山梨市ホームページモバイル版

ＱＲコードはこちら ☞

　人口　38,465 人（－ 4）　男　18,495 人（+5）　女	19,970 人（－ 9）　世帯数　14,388 世帯（+9）

「広報やまなし」2009 年 12 月号は 11 月 24 日火発行予定です。

続く


